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芸北田園空間博物館の展開

広島県田園空間博物館整備地方委員会
（委員長中越信和 教授）

Development of Geihoku Rural Field Museum

The Local Committee [or Promotion of the Rural Field Museum in Hil-oshima Prefecture

(Chairperson Prof Nobukazu NAKAGOSHI)

Hiroshima.Ken Tochikairyo-Kaikan Building, 4-1 TeppOcho, Naka-ku. Hiroshima 730-0017

Abstract: Rul･al landscapes in Japan have been rapidly changing in recent yea1･s. In such a situation,a
new project has been launched since l998, aiming to conserve representative rural landscapes and
traditional agriculture systenls of Japan as our important inheritance. This project is guided and

sponsored  by  the Ministry  of Agriculture,  Forestry and  Fishel･ies.  Geihoku-cho togethel-  with
Hiroshima Pl･efecture proposed to participate in the pl･0ject and to conduct the pl･ograms within the

area of Geihoku-cho. It was adnlitted by the government in l999 and the al･ea was selected as one of

al･ound 50 pl･oposal sites in Japan fol- the establishment of rul･al  field museums. Receiving the
acceptance, a local committee Ior the project was established in Hiroshima Prefectul･e The committee,
Geihoku.cho as well  as Hiroshima Pre[ecture worked together dul･ing fiscal l999 to 2003, and

developed and improved necessary infrastructure for the prOject including progl･am planning and
construction workS. In this handbook, all of those activities are rel)orted in details, and this effort

derives from oul･ desire to keep the records concerning the inauguration of the museum fl･om the

beginning. We hope this achievenlent will be regarded as the original text for the advancement of the
nluseunl towal･ds future

◎2004 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved

はじめに：田園空間博物館とはなにか

古来より，日本は「豊葦原の瑞穂の国」と呼ばれてきた．「瑞穂」とはみずみずしい稲穂を意味
し，水田農業によって日本が豊かな歴史と文化を育んできたことの象徴となっている．命あふれ
る自然，美しい四季に恵まれた風土のなかで，情緒豊かな人々が培われ，独特の文化を築いてき
た．そして今，目ざましい科学技術の進歩とともに人間性の尊重の大切さや，生き方に思いをよ
せるとき，「心のふるさと」である農村を全ての人々の財産として位置づけ，次の世代へ活かすこ
とが重要となっている．
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農村がもつ自然・伝統文化など，日本人の原風景をつくりあげてきた様々なものをもう一度見
直し，田舎と都会とが共にめざした美しく豊かな田舎を保存・育成・展示・活用するために田園
空間博物館として取り組むものである（図1）．
この田園空間博物館の先進的な取り組みとしては，エコミュージアムがあり，1960年代フラン

スにおいて，ジョルジュ・アンリ・リベール氏の提唱により生まれた活動である．このエコミュー
ジアムを日本の風土に適応させたものを日本型エコミュージアム＝田園空間博物館として，農林
水産省において平成10年12月に予算化され現在に至っている．
エコミュージアムとは，「地域及び環境における人間の博物館」を意味し，ある地域の人々が自

らの地域社会を探求し，未来を創造するための総合的な博物館である．いいかえれば，人々の生
活とその自然 文化及び社会環境の発展過程を史的に探求し，自然及び文化遺産などを現地にお
いて保存，育成，及び展示することを通じて地域社会の発展に寄与することを目的としている総
合博物館である．

なぜ芸北（芸北町）に決まったのか

豊かな自然と田園が織りなす空間は，自然の厳しい環境下において，独自の農耕文化と広島県
内でも有数の多雨地帯となっている．また，他の市町村には見られない動植物の宝庫となってい
ることもあり，地域性に富んだ芸北町（図2）は平成8年5月に「芸北町第3次長期総合計画」
に位置づけられた「ときめき21プロジェクト」の主要プロジェクトの一部として，全町自然博物
館構想が位置づけられ，その後平成10年12月に予算化された農林水産省事業による「田園空間博
物館整備」の内容と整合したため，平成11年1月事業採択へ向け取り組むこととなった．

それでは，なぜ芸北（芸北町）が本当に田園空間博物館として魅力あるものだったのかについ

図1 田園空間博物館整備のイメーシ
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て地形，歴史，農耕文化，自然資源，観光資源の順に説明する

芸北（芸北町）は，広島県の北西部にあり西中国山地国定公園に位置している．町内（図2）
の面積は, 253 . 63k㎡（広島県内平均市町村面積98. 57k㎡）と広く，広島県全体の約3%(市域を
除く町村面積の大きい順に，東城町約3.6％，芸北町約3.0％，西城町約2.7％）を占めている．
町内の山は島根県と接している付近に標高1,000m級の山々が連なり，多くは緩やかな傾斜と

なっている．山麓にはいくつかの小さな盆地や帯状の峡谷を形づ<I7 ,おおむね西と北が深く南

側が低くなっている．
このような山地条件によって日本海側に流れ出る一級河川江の川や瀬戸内海側に流れ出る一級

河川太田川の源の町となっている．

また，町内の標高は低いところで大概400m ,高いところで1,300mとなり, 600mから1,000m
の範囲が約9割を占めている．

このことから，気温については広島県南部平地より通年5℃以上も低くなっている．また，町
の中心となる役場周辺では平均気温12.6℃と低く，夏の一番暑い時期(8月）でも平均気温24.8℃

となっている．
その他，八幡地域では古代湖の跡が現在は水田地帯となっている．

地形の条件

島根県

戸河内町

山口

大朝町

、

磯平町

鳥取県

◎広島市
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図 2 芸 北 町 位 置 例
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芸北（芸北町）の歴史は，出土品からの推測であるが，地名が文献に書き表されているものと
てんとく てん ぎ

して，958（天徳2）年の神社創祀が最初となっている．また，1053（天喜元）年の宇津木多和合
戦においても地名が書かれている．

げ ん き

その後，1570（元亀元）年頃，現在の高田郡吉田町にある郡山城の主であった毛利氏の所領と
なるまでは，幾多の支配領の移り変わりがあり，福島藩や浅野藩の藩政時代を経て，明治を迎え
ることとなった．

それまでは，奥山庄18ケ村と三輪庄18ケ村のうち6ケ村を一つの地域として，奥山24ケ村と呼
ばれていたが1878（明治11）年には，郡内編成法によって奥山24ヶ村に現在の戸河内町にある小
松村と松原村を加え26ケ村を6区に分けて，戸長役場を置き翌年小板村と松原村は戸河内村戸長
役場の管轄に変更した．

やままわり

1889（明治22）年に市町村制度施行によって八ll儒村，雄鹿原村，中野村，山廻村の4村が誕生
し，後に山廻村は旧庄名にちなみ美和村と改称した．
1953（昭和28）年には，町村合併促進法に基づき協議を開始し, 1956 (昭和31)年に4村が合

併となり，新しい芸北町として現在に至っている．
このような経緯を経て，芸北（芸北町）は歴史を歩んできたが，その痕跡となる遺産は，地元

で生活している人たちの大切な宝物であるとともに，日本に住む人たちのふるさとを思いおこさ
せるものである．

芸北（芸北町）には，国の指定文化財（図3）など8件が指定されているほか，広島県指定で
4件の指定，芸北町指定で19件の指定がされている．そのほか指定されていない遺産として260
箇所あり，これらは中国山地特有のたたらの歴史に伴うものや，農民達の心のよりどころとなる
神社や寺などが多いことが特徴となっている（図4）．
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図3 国指定重要民俗指定（出展：小学校社会科副読本「わたしたちのまち芸北町」より）
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旧樽床集落の農耕・生活具（提供：㈱日本出版）

図4 歴史的遺産位置図（一部）

昭和32年樽床集落があった場所は，現
在中国電力による発電用ダムとなり72
戸の民家が湖底に没することになった．
当時,広島県教育委員会により総合学術
調査書「三段峡と八幡高原」の発行によ
り，樽床を含め八I勝周辺地域の民俗調査
を進めていた結果,樽床集落の生活文化
の古い形態が残っていたことがわかり，
紛失を憂慮し，水没する半月前から資料
を収集し，民俗資料総計479点が資料保
護された．昭和34年1月には広島県文
化財に同年5月6日に「樽床．八I幡山村
生活用具」の名称で国の重要有形民俗資
料として指定された．

また，「中門造り」（曲り家）は当時3
軒のみであり，この内最も古い（推定天
明年間）形式を残すことになり，「清水
庵」と名づけ昭和40年9月「中門造り」
一棟を国の重要有形民俗資料として追
加指定されている．
（出展：町立芸北民俗博物館冊子より）
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八幡地区大歳神社
穀物の神様である大年ﾈ' l lを祀る．戦国時代に創建されたと
いわれている．社地は浮島と呼ばれ，平地にありながら周
囲は洪水時に冠水したが，境内には水が入らなかったとい
われている．

城岩の説明板
年栗栖権頭が一時この岩を根拠地に陣を敷
城岩といわれるようになった．

雄鹿原地区義農安左衛門の碑
1 657年～1718年 藩の圧政に抵抗して藩全域の農民が立ち
上がった享保一摸の指導者の一人である．

お か は ら

雄鹿原地区亀山八幡神社
天喜元(1053)年頃この地の開拓者,七郎右術門が西八幡原
の山麓で神鏡を得て，この地に奉納したことによる．

雄鹿原地区城岩
眼下には雄鹿原集落の約7割を一望することができる

安左衛門の碑文
安左衛門は享保3 (1718)年11月9日に斬首獄門の刑にさ
れ た

蕊溌簿

応永28（1421）
いたことから，

● 6

ご -
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う づ つ き

雲月地区大利城跡
天文2 (1533)年,奥山庄の所領をめぐって起こった栗福合
戦の際，石見国毛原庄今市城主 福屋木工丞隆次が，安芸
匡1発坂城主 栗栖権頭親忠を攻める際，その本陣を築いた
地であ1，，雲月の各集落方向を見ることができ，周囲の田
圃を望むことができる．

大暮（美和西）地区宮瀬神社鳥居

…誇学藤
"･ z

『 … ̅ ･ 哩 垂 醤 砥 等 . - - ． - - 公 一 一 畢 壱

美和西（大暮）地区山県製鉄所大暮工場跡
明治33 (1900)年に，政府によって山県郡の「たたら」の歴
史に終わりを告げたが,各所に多くの「かじやとくそ」の山
があり，これを再生利用するため，明治34 (1901)年～大正
14 (1925)年まで操業されていた．このときの製品は,生活
用品や一部腱耕具や民具などの生産を行っていた．

美和東（溝口）地区照宮神社
神殿の彫刻に特徴を持ち，寛文3 (1663)年に遷宮され地域
の氏神様としてこの里の平安と五穀豊穣を祈願されてい
る．

雲月地区の数多くの道祖神の一つ

宮 瀬 神 社 本 殿
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地形と歴史文化により芸北（芸北町）独自の農耕文化を築いている．特に代表される文化とし
て神楽があり,五穀豊穣を祈願するため現在まで受け継がれている農耕文化の一つとなっている．
また，芸北町教育委員会出版のふるさと歳時記などにより様子を見ることはできるが，近年引き

お と く ん ら

継がれているものには「芸北神楽｣,｢火の山おどり」,｢芸北大花田植え｣,｢乙九日」などがある．
あわせて農業施設として,ため池がある．春先の冷たい水を直接使って稲作をするのではなく，

ため池に溜まった表面水（温かい水）を利用して稲作の生育に影響がないよう田んぼに水を入れ
うづつき

ている．代表的な池として八幡地域にある新川ため池や雲月地域の草安ため池，美和東地域の枕
ため池などがあるが，その他は規模も小さく個人管理のため池が9箇所となっている．

農耕文化の継承

q 可

芸北神楽

争働銭 ､鐘

君

芸北大花田植え

＃

M …

鰯 剛 卿

鍵
火の山おどり

' 蝋 継零
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薯
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乙九日
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広島県で最も雨の多い八幡地域では，山々の谷間を中心に湿原が広がっている．代表的な湿原
として，尾11ll奇谷の湿原や枕湿原があり豊かな生物の住みかとなっているほか，臥竜山や阿佐山な

うんげつ

どにブナの原生林が広がるなど，豊かな動植物の宝庫となっている．また，雲月山では一昔前ま
で山焼きを行っていたことから，この条件に適応した動植物も生息している．その他，滝山峡の
谷植生など豊かな植物の生育地となっている．

このような条件に恵まれた自然環境のなか，希少な生物も数多く生息している．平成15年まで
の環境省や広島県の資料によると，植物で絶滅危倶に指定されている種は，21種となっている．
また，哺乳類では12類，鳥類20種，両生類4種，魚類6種，陸産・淡水産貝類3種，昆虫類6種
となり，合計で72種類の指定種が生育・生息している．
その他では地形的要因により，豊かな水を流している太田川水系の紫木川や滝山川，大暮川な

どには自然景観の素晴らしい滝があるとともに四季を通して豊かな水辺空間を創Iｿ出している．
また，自然林が多く生育していることから，春の芽生えと秋の紅葉は，町全てがキャンパスに

絵を描いたような素晴らしい景観を楽しむこともできる．
その他，世界的植物学者の牧野富太郎博士の来訪（昭和8年6月）があり，カキツバタの野生

群落に出逢って，一面に咲き揃った花を摘みとり，ハンカチを染めたり，白シャツに擦り付け大
いに喜んだという記録がある．
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自然資源を中心に訪れる人たちは多く，春の木々の小枝の先から芽吹く新緑の季節や，6月頃
カキツバタが咲き誇る時期には多くの人たちがハイキングなど楽しみに訪れている．また，積雪
時期以外では標高1000 m級の山々へのトレッキングを楽しむ人や，夏のキャンプなど都会の避暑
地としても人気が高く，特に冬季では西日本でも本格的なスキーが楽しめる施設が8箇所あり一
年を通し楽しめるところである．

も り や か た

また，芸北（芸北町）の癒しスポットとして，芸北オークガーデン「森林の館」には，単純弱
放射能冷鉱泉の温泉があり，町内外を含め多くの人たちに利用されている．
その他 各自然活動組織による自然観察会やボランティア組織によるカキツバタ個体群や生育

地の復活作業，農業体験など多くの活動が行われ，都市との交流も盛んに行われている．
また，芸北に咲き誇る花々によるリースづくりなど特産品の一つともなるほか，人と人がふれ

あうことができる施設として民宿などが多く営まれている．

観光資源の開発

も り や か た

芸北オークガーデン「森林の館」
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以上5項目について書いてきたが，なぜ芸北（芸北町）が広島県で唯一の田園空間博物館とし
て取り組みを開始したのだろうか．

最初にも書いたように，農村のもつ自然と伝統文化など，日本人の原風景をつくりあげてきた
田舎が，芸北（芸北町）には存在していたことも理由の一つである．また，町の行政と事業とし
ての取り組みが一つとなるとともに，そこに暮らす人々が一致団結し様々な取り組みを開始して
いることも理由となっている．

このことから，芸北（芸北町）は田舎にある全てを展示物として，そこにある空気や風景，田
んぼと山が創り出す空間と人々が暮らす空間が一つになり（文化的景観という)，農業と農村の伝
統文化が融合し合っていることが大きな理由である．

お が I 急 ら

また，地域のコミュニティ活動について，「ふるさと自慢運動推進協議会」（八幡高原，雄鹿原
うづつき

地区，西南地区，雲月，おおく‘れ，美和中央，美和東）を中心にふるさとづくりに取り組んでい
るところであり，これら活動は歴史・文化の伝承活動の維持と保護に繋がるとともに田園空間博
物館として維持管理を円滑に行うことができる組織となっている．
その他，冒頭にも書いたが平成8年5月作成の「芸北町第3次長期総合計画」に位置づけられ

た「ときめき21プロジェクト」の主要プロジェクトの一部として，全町自然博物館構想が位置づ
けられた．これが農林水産省の事業メニューにある「田園空間博物館整備」の基本的考え方と整
合したため,平成11年1月に広島県農林水産部農村整備課より事業採択へ向け活動を開始できた．

事業計画とその足跡

事業採択へ向けた取り組み

平成10年8月中旬「農林水産省構造改善局」より「田園空間整備事業」創設について説明会が
開催される．

平成10年11月中旬 中国四国農政局にて，事業制度について説明会開催
田園空間整備構想の提出（提出期限平成10年12月7日）と田園空間整備事業
新規地区の掘り起こしを要請される．

平成10年11月21日 田園空間整備構想について中国四国農政局と広島県農林水産部農村整備課企
画係と打ち合わせ（ヒアリング）を行い，平成11年度は田園整備構想策定，
平成12年度田園整備基本構想の作成と事業実施の予定を打ち合わせる．

平成10年12月17日 農林水産省において「田園空間整備事業推進」について説明会の開催．
平成10年12月18日 中国四国農政局と広島県農林水産部農村整備課企画係において「田園空間整

備事業」への取り組みについて打ち合わせを行う．
この時点で,平成12年度新規採択予定地区として，芸北町での実施を打診し，
また，この時点で小水力発電施設整備について，この事業制度で実施の要望
を行っている．
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芸北（芸北町）はすばらしき田舎



平成10年12月

平成11年1月6日

平成11年1月22日

平成11年2月12日

平成11年3月2日

↑
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田園空間整備事業について国の予算化が決定したため，芸北町へ広島県が打
診を行う．
別事業として動く広域中山間整備事業と田園空間整備事業実施に向け，整備
メニューの選定作業が必要となり，広島県可部農林事務所（現在の芸北地域
事務所）農村整備課と芸北町においてすり合わせ作業を行っている．
広島県農林水産部農村整備課企画係，広島県可部農林事務所農村整備課，芸
北町の3者により「小水力の実施にむけて新規事業制度勉強会」を開催．
「田園空間整備事業」推進について東京都内で，全国新規採択30地区担当者
に対し説明会が開催されている．出席者は芸北町と広島県農林水産部農村整
備課企画係となっている．（東京都内での説明会を受け今後の取り組みの協
議を行っている．協議内容は，「田園空間博物館の事業実施は全て，歴史，文
化と関与していないと事業化できない｣，「用地整備について実施可能範囲が
抽象的であった｣，「指導推進体制の地方委員会，中央委員会の設置｣）
4月申請を行う場合，3月16日までに「田園空間博物館基本構想の策定」を
行い事前に中国四国農政局と協議を行うこととなる．
各種提出様式
・田園空間博物館整備基本構想
・田園空間博物館整備基本計画
・策定指針の田園空間博物館の基本事項の各項目に対する説明
・構想図（田園空間整備事業，他省庁事業 地方単独事業）

他省庁事業との連携
各種事業との調整

広島県農林水産部農村整備課企画調査係,広島県可部農林事務所農村整備課，
芸北町21プロジェクト推進室との3者会議を行う．
協議内容は，農林水産省通達文書において事業内容の確認と採択メニューの
確認を行っている．
基本となる部分は，農業・農村において歴史と文化，伝統が繋がっているこ
とが必要であり，コア施設とサテライト施設をフットパス（散策道）で接続
することが必要である．
協議結果
オークガーデンを全体の交流拠点施設として位置づけ，ゾーン毎のコア施設
が必要であることについて結論を出している．このことから各ゾーンにおけ
るサブコアが必要となり，それぞれのゾーンを「暮らしの博物館｣，「阿佐山
清流｣，「美和東芸術村｣，「小水力発電(水の歴史,電気の歴史に関わる整備)」

コア施設

|ﾌﾂﾄパｽ’

各種サテライト施設
地域の伝統農業施設等の復元
美しい腱村景観等の復元
地域に残された史跡等の活用
農産品等を活用した伝統食品工芸等の復活等



平成11年4月8日

平成11年5月

として4つにサブコア施設を設置することで決った．
お が は ら

サテライト施設については，「雄鹿原歴史の散歩道｣，「文化の道｣，「雲月山か
んな流し見学ハイキングコース整備」として決定する．
4月申請害提出（中国四国農政局)．
広島県土地改良事業団体連合会において芸北町より事業採択資料作成依頼を
受けるとともに，地方委員会設置について協議を行う．
出席者は，芸北町21プロジェクト3名，広島県農林水産部農村整備課企画調
査係2名，広島県可部農林事務所農村整備課6名，広島県土地改良事業団体
連合会3名による．

地方委員会設置協議については，平成11年1月13日付けの農林水産省構造改
善局整備課の事務連絡に伴い，協議を行った結果，本来地方委員会事務局は
事業主体である芸北町に設置することが妥当であるが，今後数年における取
り組みを考えると広島県においては，広島県土地改良事業団体連合会に事務
局を設置することが妥当と決定した．
委員の選任については，学識者，マスコミ関係者，地区代表者，農業者，地
域団体関係者等により人選を考えることになった．
事業計画作成に伴う予算については，国の補助措置がこの時点では無く，県
と町の負担協議を行っている．
打ち合わせ出席者は，芸北町21プロジェクト2名，広島県農林水産部農村整
備課企画調査係1名，広島県可部農林事務所農村整備課2名による．国の採
択事情が明確となる中，平成11年5月24日付けの中国四国農政局より，国と
しては原則，県営事業で行うことが伝えられ，平成12年度より事業に臨むこ
とを伝えられる．しかし，芸北町としては県営事業は難しい状況であること
から，前倒しとして平成11年度採択を検討しているところであり，そのため
には次の4項'三lを検討整理する必要があった．その1つとして，町の意思確
認，2つ目は，県は町の意向を尊重する(11年度採択への前倒しについて進
める用意があるとのこと)．3つ目は，地域戦略プランへ事業を入れる必要
がある．この場合，他事業との差し替えが必要 4つ目はll年度前倒し採択
申請しても必ず採択されるとは限らないということであった．しかし，この
時点では既に1つ目から3つ目については困難を要することから，前倒し採
択とするため，再度整理すると，①採択までのスケジュールは基本的には変
わらないと思われる．②新たな事業費の予算化が必要 ③新規事業のため，
県財政と早急に協議する必要がある．
広島県農林水産部農林企画課と農村整備課により平成11年度前倒し採択に向
け県の予算確保について打ち合わせを行う．
6月9日付けの打ち合わせメモによると，国の基本的考え方は，平成12年度
新規採択地区として指導を行っているところであるが，芸北町における事業
内容を考慮し，起債措置，租税特別措置，供用後の維持管理を考慮すると，

平成11年5月26日

平成11年6月11日
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団体営事業の実施が妥当と判断していることから，例外的に団体営事業とし
て実施要望を考えている．団体営事業での実施要望の場合，平成11年度採択
要望（9月）とするよう指導があった．
これを受け，広島県としても妥当と判断し，平成11年度採択（9月）を目指
し，広島県予算として12月補正を要望することとなる．
※採択までのスケジュール（平成11年の予定）

平成11年6月14日 芸北町21プロジェクト1名，広島県農林水産部農村整備課企画調査係1名，
広島県可部農林事務所農村整備課2名，広島県土地改良事業団体連合会1名
により「田園空間整備事業」推進について打ち合わせを行っている．
現状報告として，中国四国農政局に対･しては，平成11年度前倒し採択を要望
済みとしている．
今後の課題については，7月上旬において概要説明が必要であるとともに，
県の概算要望に使用するため概算事業費を把握する必要がある．また，小水
力発電施設は費用対効果の算出が必要となるほか，地方委員会の立ち上げを
事業採択と同時に目指すことについて打ち合わせを行っている．

平成11年7月5日 広島県庁本館地下会議室にて提出資料のヒアリングを行う．
提出資料（各4部 本省，局事業計画課，局整備課，県）
・田園整備構想 ・事業計画概要書
・田園整備構想図 ・・一般計画平面図

・田園空間博物館整備基本構想 ．小水力発電施設計画書

・田園空間博物館整備基本構想図 （図面等既存資料可）

平成11年7月22日 田園空間整備事業実施採択申請書提出．
平成11年8月24日 「生き活き暮らしの博物館」づくりの「中門造り」（清水庵）解体移築・収蔵

庫・移築改修に関する打ち合わせを文化庁，広島県教育委員会文化課，芸北
町教育委員会等と行っている．
広島県教育委員会文化課との協議では，芸北町の暮らしの博物館構想は，広
島県教育委員会文化課から再三文化庁に話を行っていることから，先進的な
ものとして評価している．

文化庁伝統文化課によれば，国の指定物件移築について民俗文化財であって
も重要文化財と同等の扱いとする．また，できるだけ文化的価値を失わない
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月 町 県 局（国）
6月 事業計画書の作成 局概要ヒアリング
7月 事業計画書の作成 概算要望額の整理

8月 事業計画書の作成 概算要望
県ヒアリング

9月 事業計画書の修正
事業計画書
局ヒアリング

10月 事業計画書の修正
11月 事業実施承認申請 事業採択申請 採択通知



よう使用材や老朽度など詳細調査を行い使用可能材についてはできるだけ使
用すること．また，解体移築に関する調査・設計・施工指導管理・報告書が
必要となる．

これら意見をふまえ，芸北町としては財政の許す限り，移築し，維持管理に
よる保存を観光施設としての管理であれば容易となることから，移築効果は
大きい．

移築しない場合は，レプリカの作成とし，昔の暮らし体験施設として位置づ
ける また，ビジターセンター的な役割を果す施設を検討．自然史としての
ギャラリーが必要「牧野富太郎」の句碑と八|勝高原の自然を展示したもの
との整合性をとる必要がある．

生き活き暮らしの博物館における中門造り「清水庵」現況調査報告書作成
国（中国四国農政局）から採択通知．

も I）

・田園空間整備事業「田園空間博物館整備 オークの森林地区」
・予算額470,000千円

芸北町役場内で「行政推進地域担当班長会議」において「田園空間整備事業」
の取り組みについて，これまでの経過と内容について説明を行っている．
平成11年度田園空間整備事業補助金交付申請書提出．
中国四国農政局より指導があり，事業採択メニューにある「特認事業」の小
水力発電とその周辺整備については「田園空間博物館整備」として事業の内
容にそぐわないという指導があり，削除している．
この時点で9月にさかのぼり採択通知が出された．

オークの森林の由来；本来は樫，楢などの木を示すが，一方ではブナ科の落葉高木の総称名で，その雄姿
も り

から「森林の王者」とも呼ばれる．このことから，芸北町では地区名を「オークの森林地区」として整備
も り や か た

を推進した．また，既に中央地区として整備している交流拠点施設「オークガーデン 森林の館」にお
いても，これを採用した．つまり，芸北町は多くのブナの原生林やナラの二次林があり，町の代表的な樹
木となっているとともに,多くの生物の生息地とこれらを取り巻く農村空間を形成している主要素である．

広島県田園空間博物館整備地方委員会設置までの経緯とその後

広島県，県可部農林事務所，土改連，芸北町4者合同会議を行う
内容

・地方委員会設置について

（委員選任，事務局の確認，第一回開催日程，予算計上について）
・平成11年度事業への取り組みと進め方について
（生き活き暮らしの博物館，大暮学校跡地利用計画，山県製鉄大暮工場跡整
備計画，歴史の散歩道「史跡修復｣，説明看板等の予算計上について）
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平成11年8月
平成11年9月付け

平成11年9月27日

平成11年10月18日
平成11年11月

平成11年10月26日



平成11年11月1日
平成11年11月11日

平成11年11月24日
平成11年12月8日

平成1l年12月20日

平成12年2月10日
～ 1 1 日

平成12年5月29日

平成12年6月19日

平成12年11月13日
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広島県田園空間博物館整備地方委員選任依頼始まる．

芸北町役場内において事務局設置を広島県土地改良事業団体連合会に設置と
広島県田園空間博物館整備地方委員について決裁．
芸北町役場内において広島県田園空間博物館整備地方委員の一部変更決裁．

平成11年度第一回広島県田園空間博物館整備地方委員会開催．
場所：広島市中区上八丁堀8-28 「八丁堀シヤンテ 2階真珠」
委員会設置，委員紹介，委員長選任，芸北lll].田園空間博物館整備について説
明など行う．

委員出席者：広島大学 中越信和（委員長)，広島経済大学 細川弘美，
余暇生活開発士 三好久美子，広島ホームテレビ地球派宣言室森田和稔，
地元代表美和地区総代会長 上手 登，芸北町代表監査委員 河野一郎，
広島県指導農業士田中正之
欠席者：広島県立大学前川俊清

平成11年度第二回広島県田園空間博物館整備地方委員会現地調査予定であっ
たが，大雪のため中止．
なお広島県立大学 前川委員については連絡がとれないため，芸北町役場に
て第1回の内容について説明を行う．

平成1l年度協議内容は，田園空間博物館としての基本理念について各施設毎のソ
フト活動に対する方向性について検討された．

平成11年度第二回広島県田園空間博物館地方委員会現地調査
2日目は室内審議となり芸北町役場2階会議室で開催された．

内容
・田園空間博物館整備の基本的な流れと今後のスケジュールと概要

・今後の委員会に向けての検討
平成12年度第一回広島県田園空間博物館地方委員会を開催．
広島市内の広島県土地改良事業団体連合会会議室で行われた．
内容
・田園空間博物館整備基本計画（案）の概要について協議検討
・今後の委員会スケジュールについて検討
平成12年度第二回広島県田園空間博物館地方委員会を開催．

お が は ら

現地，雄鹿原地域中祖会館と八幡地域八幡高原センターにて，地元との意見
交換会を開催した．
地元出席者は女性会を中心とした人たちである．

平成12年度第三回広島県田園空間博物館地方委員会を開催．
広島市内の広島県土地改良事業団体連合会会議室で行われた．
内容
・基本計画（案）に対する協議，検討，まとめについて



平成13年3月22日

平成13年6月6日
～ 7 日

平成14年6月20日

今後の委員会スケジュールについて検討

平成12年度協議内容は，サブコア施設におけるプログラムへの対応や，地域組織な
ど活動方針と連携強化の必要性について協議された．また，資源間の空間の重要
性と「ふるさと_｜をつくりあげる旧小学校改修に伴う整備について検討した．

田園空間博物館中央委員会・監事会へ提出，説明を行う．
開催場所：東京都砂防会館5階

委員名：（株)丹青研究所地域開発研究部長 大山由美子，宇都宮大学工学部
助教授 三橋伸夫，多摩美術大学教授 渡辺一二，（財)日本グラウ
ンドワーク協会調査研究部専門部長下地弘之

出席者：芸北町役場21プロジェクト推進室主任主事 奥田淳治，広島県土地
改良事業団体連合会事業部企画調査課農村整備係長嶽政広，農
村整備係主任秋山浩三

事務局：全国土地改良事業団体連合会企画研究部勝又徹

中央委員会・幹事会では，各資源間の連携とコンセプトの整理をする必要があるな
ど，基本的事項について協議された．なお，説明しきれていない部分があり誤解を
まねいている部分があった．

平成13年度第一回広島県田園空間博物館地方委員会を開催．
も り や か た

1日目 芸北町「森林の館」にて審議
2日目 午前中は現地調査．午後八幡「山麓庵」で審議
内容

・中央委員会（幹事会）の結果報告に対する対応と今後の検討
・美和東旧小学校ふる里活用の検討
・整備完了施設の管理体制について協議検討されている

中央委員会に対･して疑問点と対応策について協議提出した．その他，地域の連携
強化のため資源リストの作成の必要性と活動体制，情報基盤の必要性について協
議した．また,取り組みの弱い地域の強化など対応する必要性についても検討した．

平成14年度第一回広島県田園空間博物館地方委員会を開催
午前中現地視察．午後美和東文化センターで室内審議．
内容
・現状と課題について検討を行った

美和東文化センターの取り組みについて協議を行うとともに，コア施設における
ソフト活動を積極的に行うよう協議された．また，既存の樽床の民家と文化ホー
ルについて明確にする必要があるなど協議検討された．あわせて施設における維
持管理に対して協議を行っている．

- 1 8 -



平成14年9月12日
～13日

平成15年1月24日
～25日

平成15年6月19日

平成15年12月22日
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平成14年度農村計画研修会（第24回現地研修会）開催

テーマ「元気の出る田園空間の創造」
1日目 広島県民文化ホールにて基調講演とパネルディスカッションを行った．
基調講演「元気が出る田園空間の創造」
熊本大学教授徳野貞雄

講演「オークの森林地区」広島県芸北町役場助役 高橋平信
パネルディスカッション

「元気の出る田園空間の創造-生産・生活・遊び・教育を目指して-」
コーディネーター：広島県立大学助教授前川俊清

パネリスト：熊本大学教授徳野貞雄， 農業工学研究所上席研究員
筒井義冨，広島大学教授 中越信和，尾三地域事務所主任
普及専門員後 由美子，山県郡大朝町 山根朝美

2日目 芸北町「田園空間博物館」八I勝地域「生き活き暮らしの博物館」を
視察

第1回 田園空間博物館シンポジウムに参加．
「未来に伝える個性ある美しい農村空間の創造」
1日目 東京都 ヤマハホール； 記念講演，パネルディスカッション，事

例紹介

2日目 東京都農業土木会館会議室；田園空間博物館活動事例報告・意見
交換会，芸北「オークの地区」発表

平成15年度第一回広島県田園空間博物館地方委員会を開催
開催場所：午前現地調査．午後芸北町美和西「清流の家｣．
内容

．入りこみ客及び各施設の利用状況報告
・地域田園空間博物館連絡協議会設置について
・ホームページとロゴマークについて

・田園空間博物館地方認定について

サブコア施設のない雲月・中央（西南）地域では，コア施設の利用を考える必要が
ある．また，構造的に各種活動について検討すること．ロゴマークについては，

も り

｢オークの森林」を位置づけ強化するため，シンボルマークを作成する必要がある．
このため森林棲で大木を必要とする「アカショウビン」をデザイン化すること．次
回の委員会でデザインの承諾を得るよう作成 地方認定については，基準（案）を
提示し修正など必要事項の協議を行う．

平成15年度第二回広島県田園空間博物館地方委員会を開催．

開催場所：広島市内 広島県土地改良事業団体連合会2階会議室
内容
・維持管理の方向性と地方認定について
・オープンイベント開催について



維持管理については，合併まで
に財源を確保するよう協議を
進めている．地方認定につい
ては，今後各委員において雛型
を作成し地方版を作成するこ
と と な る ． ロ ゴ マ ー ク に つ い

ては､｢アカショウビン」をデザ
イン化したものを提示し(右)，
了解を得るオープンイベンI、
については，できるだけ地元の
人たちが地域内で参加できる
よう取り組むよう行うこと．

|芸北
|田園空間
膳翻踊■

こ し の 木

昼

- 2 ( ） 一

アカショウビン

平成15年度末までの整備状況

平成16年度以降は，芸北（芸北町）独自の田園空間博物館をより効率的な運営と農業・農村文
化を継承していくため平成16年4月に新たな組織を立ち上げるよう取Iﾂ組んでいる(図5，表1）．

図5 田園空間博物館整備状況（全体）



表1 年度別整備の状況
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牧野富太郎句碑（八幡地域）
昭和8年6月に牧野富太郎博士がこの地を訪れ，次のように書いている．広島県安芸の国（県の西部）の北境なる八幡村
で，広さ数百メートルにわたるカキツバタの野生群落に出逢い，折ふし6月で，花が一面に満|淵して壮観を極め，大いに
興を催し，さっそくたくさんな花を摘んで，その紫汁でハンケチを染め，また，白シャツに擦り付けてみたら，たちまち
美脆に染まって，大いに喜んだことがあった その時，興に乗じて左の拙句を吐いてみた．
・衣に摺りし昔の里かかきつばた
・ハンケチに摺って見せりかきつばた
・白シャツに摺りつけて見るかきつばた
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整備地域 1 999年度
(平成1l年度）

2000年度
(平成12'年度）

2001年度
(平成13年度）

2002年度
(平成14年度）

2003年度
(平成15'年度）

八幡
く ら し の 里

生き活き暮らしの博物館
測逓・設計

説明看板人参畑
古代湖遠望地
八幡湿原
三島観音
大歳神社
牧野博-上

園路整備
八幡湿原進入路

生き活き暮らしの
博物館 建築工事

説明看板大型看板

お が は ら

雄鹿原
歴史･文化の里

説明看板大型清板
馬頭観音

一里塚．下り松
殿塚・郎塚
金剛庵 城岩

固完杉．地久院
亀山八幡神社
義農安左衛門

地久院修復 他山八幡神社前広場
整備

周遊道整備（城岩）

うづつき

雲月
やすらぎの里

大利城跡整備 説 明 看 板 大 利 城 跡

中央
ゆ う わ

宥和の里
説 明 看 板 長 沢 の 桜 案内看板 大型看板

美和西
世いりゅうの里

製 鉄 所 跡 地 測 髄 清流の家改築工事 製鉄所跡整備 説明看板大型看板
刀匠正光屋敷

製鉄所跡
美和東

創造の里
美和東文化センター
改築工事

説明看板照官神社
サクラソウ

案内看板大型看板



①整備内容とその関係施設
八幡地域での整備された内容は，サブコア施設となる「生き活き暮らしの博物館」や各農業

に関わる歴史的遺産の説明案内板6基，尾崎谷へ入る散策道整備，その他関連施設を含む八幡
地域全体の大型案内板の整備となっている（図6)．
また，既にある農村の歴史的遺産や施設を利用する活動組織（八幡高原ふるさと運動推進協

議会）などにより，点と点の資源とその点と点の間にある空間（農村風景）も含めたものを田
園空間博物館としている．特にこの八幡地域では，ダムの底に沈んだ樽床の集落は，忘れては
ならない遺産の一つとなっている．

そのほか，湿原には多くのカキツバタが咲き誇るとともに，森のダムとなっている臥竜山の
ブナの原生林は，八幡地域に住む人たちの大切な水の源となっているほか，広島市などに住む
人たちにとっても大切な水となっている．

このように水は人の暮らしと農業や,数多くの動植物の生育や生息に欠かせないものとな'ﾂ，
生活と農業文化に密着した歴史を創りあげてきた地域となっている．

② 生き活き暮らしの博物館（サブコア施設 中門造り「山麓庵」茅葺屋根の家，図7）
この施設は，八l勝地域周辺の案内施設として位置づけている．特に芸北町が進めている「芸

北全町自然博物館構想」との整合性が高く，「芸北高原の自然館」と農村文化を伝える「中門造
りの茅葺屋根の家」との同時展示により，農業と自然が織りなす大切さを実感できる施設とし

八 幡 地 域

図6 八幡地域の田園空間博物館整備
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て整備している（図8）．また，周辺の自然と田園に広がる様々な農村文化や歴史の案内も行っ
ているところである．

中門造りとは，雪深い地方の家屋形式で昭和の初期頃まで，この地域にあった建物である．
生活の一部となっている牛馬を大切に育てるため，一つの屋根の下で一緒に生活ができるよう
に作られた建物をいう．

また，中門造りの茅葺屋根の家は，近年では珍しい屋根構造で昔の技術でつくられている．

,

ー 、 季

F q

生き活き暮らしの博物館全景
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図7 生き活き暮らしの博物館
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芸北の民家・中門造り（平面図・立面図）「山麓庵」
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鐸
舞 守

鯰 |lil

山麓庵
中門造りの茅葺屋根の家．昭和の初めまで八幡地域を中心
に立てられていた家屋形式を復元．現在この中には，当時
の部屋の様子や地元住民の蔵などに保管されていた農工具
などを集め，展示されている．展示品は現在も一部は，使
用が可.能となっている

し 5 夕

芸北高原の自然館
芸北商原の自然館と休憩施設（尚 休憩施設は非補助)
芸北町に生息・生育している動植物の展示を行っている．
また，訪れた人たちとのコミュニケーションの場ともなっ
ている．

生き活き暮らしの博物館施工前

函 雑 感 ‘ 〃

＝ ー ＝

二

鰯
こ む 詞 凸

芸北高原の自然館，ギャラリー・茶屋骨組み

生き活き暮らしの博物館整地

が
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山麓庵「中門造り｣，基礎（基礎の石）

些 一

骨 組 右 側

山麓庵「中門造り｣，骨組正面

ノ

荒縄による屋根の組立て

骨 組 右 側

茅葺き始め

荒縄による屋根の組立て
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③ その他説明看板

芸北（芸北町）八幡地域による農業・農村の歴史と文化となる主要な遺産について説明看板
を設置している．

八幡地域全体の案内板
主要な遺産を結ぶ間の空間について田圃風景も博物館のひ
とつとしている．

西竜庵三島観音
昔，大田よりこの地に移り住んだ僧によって開基され道誠
寺という寺があった．その名残をとどめる十一面観音菩隙
である．毎年秋には地域の人々がお参りし法要を勤めてい
る．

大歳神社社叢林
穀物の神様である大年神を祭ってある．この地は昔よく冠
水していたが，この神社だけが冠水せず，浮島と呼ぶよう
になった．林は，スギ，ブナ，カエデからなっている．

人参畑「薬用人参」跡
江戸時代，浅野藩は財政難となり，その対策の一つとして．
薬用人参栽培を初めた跡地であり．当時，馬糞を町内全域
から集めていたという

八幡湿原
八幡高原には，尾崎谷湿原,奥尾崎湿原,長者原湿原，千町
原湿原などが点在している．これら湿原は，総称して八I階
湿原と呼ばれている．

古代八幡湖遠望地
八幡高原は，古代湖であった 湖が出来たのは洪稚世で，
初期の湖底は現在の地面よりも高く，臥竜山の西壁が滑lｼ，
l上水退水が繰り返され 現在の地形が出来た．現在の水田
而は湖底堆積物而

課

＝ 一 - -
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④ その他活動

カキツバタの里づくり（ボランティアによる）

①整備内容とその関係施設

雄鹿原地域において整備された内容は，既存施設利用によるサブコア施設「ホリステックプ
ラザ」を中心に各農業に関わる歴史的遺産の説明案内板10基，散策道整備，交流広場，歴史遺
産の修復，その他関連施設を含む雄鹿原地域全体の大型案内板の整備となっている（図9)．
また，その他地域に点在する歴史的遺産や自然遺産など活動組織（雄鹿原地区ふるさと運動

推進協議会）などにより，個人資産となっている遺産においても，みんなの共有財産として位

暦 改

- 通
．q一一

一

～

浦

お か は ら

雄鹿原地域

q三一

食 べ て

八播高

‘奄晶陽乳胃.7

嵐原野勇

八幡地域野菜等販売所
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…
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余

図9 雄鹿原地域の田圃空間博物館整術
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置づけ維持・管理を行うよう取り組んでいる．また，これら点と点の資源とその点と点の間に
ある空間（農村風景）も含めたものを田園空間博物館としている．
特にこの地域では,歴史的遺産が多く集中していることもあり,毎年自らの地域を知るウォー

キングが開催されている．また，亀山八I幡神社では乙九日など歴史ある祭事が行われ，神楽の
奉納など五穀豊穣はもとより地域交流の拠点ともなっている．

② ホリステックプラザ（既存施設利用によるサブコア施設）
この施設は，雄鹿原地域の入口付近の道路に面した場所にあり，情報拠点として位置づけて

いる．また，プラザ地内では，地元農産物の販売などが行われている．

ホリステックプラザ

③ その他説明看板
芸北（芸北町）雄鹿原地域による農業・農村の歴史と文化となる主要な遺産について説明看

板を設置している．

雄鹿原地域全体の案内板
主要な遺産を結ぶ空間について田園風景も博物館のひとつ
としている．

ば と う か ん の ん

馬頭観音
頭に馬頭を頂き一切の悪魔，煩悩を砕き伏せる菩薩．昔，
この地方の各農家には牛馬がおり，農作業や荷物の運搬を
させていた 頭に馬頭を頂いているところから．牛馬の守
Iｿ本尊として信仰され 無病息災，安産などを祈願した．
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一 里 塚 ． 下 り 松
文政年代(1818～1 830年）の記録によれば，「雪は丈余（約
3m余り）も降積り戸口より出入申さず破風口を開き棟際
より入仕り候・…その所の人々にても吹雪に横死仕ること
しばしば御座候」とあり，昔から吹雪の日の往来の目印に
なった老松．

殿塚・郎塚
殿塚は栗栖権頭の墳墓で郎塚は従者7人の合葬塚である．
この丘の麓の金剛庵で主従8人が自刃し、この地に埋葬さ
れたのは永享年間(1429～1 440年）の中頃といわれている．

金 剛 庵
寛正2 (1461)年の開墓 岡田重蔵という人の寄附により
建立され,明和4（1767)年に再建したが規模は明らかでな
い．本尊は地蔵菩薩を安置する．ここは，雄鹿原合戦に敗
れた栗栖椛頭主従8人が互に別れを惜しみながら自刃した
ところである．
この辺りは蝉時雨の中に. l11百合が清楚な香りを漂わせ，
源氏蛍と共に雄鹿原名勝の一つに数えられている．

4 副 〃 ib

一 里 塚
現在の場所は，少し移動しているが，陰|場を結ぶ往還道で，
一里塚には「左わさ・庄原・ほんぢ」と刻まれ旅人の重要な
道標である．

殿塚・郎塚
権頭を埋葬して幾年か後のある朝，狼峠の東の空を白馬に
乗った権頭が城岩に向かったのを見たという噂が広まっ
た．この頃凶作が続き.正しい権頭の崇りだと信じられ､亀
山八il聯神社境内に殿宮神社を建立したものといわれている

亀山八幡神社
天喜元(1053)年頃当地方の開拓者七郎右術門が西八幡原
の山麓で神鏡を得て，この地に奉祀したことに始まる．祭
神は応神天皇 七郎右術門は老齢になり厳島大明神も勧請
した．
また，当境内には，架栖椛頭を祀る殿宮神社や，鉄山の守護
神を祀る金屋子神社もある．毎年9月29日に催される乙九
日祭りは名高い
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朝

固完杉
亀山八'幟神社の初代宮司河野固完晴通の墓標樹で｢固完杉」
と呼ばれている 春通は河野家56代目で伊予国高縄城に生
まれ，長曽我部元親との戦いに敗れて慶長(1596～1615年）
の初め毛利輝元を頼り，その引き合わせで亀山八幡神社の
祠宮となった．荒神原村に山林田畑・米高25石5斗余を給
与せられ，初めこの地中祖村神代原に住んだ．

I 歯 ,

一

義農安左衛門の碑
安左衛門(1656～1718年）は，藩の圧政に抵抗して広島県全
域の農民が立ち上がった享保一摸の指導者の一人であっ
た．一撲の首謀者は斬首の刑に処せられ，山県郡では有田
の吉左術門と安左衛門の2人が斬首獄門の刑に処せられ
た 安左術門は享保3  (1718)年11月9日千代田の河原に
て斬首され，この地に獄門された．享年62歳であった．

城岩
栗栖・福屋が戦った雄鹿原合戦の時，栗栖権頭が一時この
岩を根拠地に陣を敷き「城岩」と呼ばれるようになった．

蓋瀧

P

-

町毛

- ～

Ⅷ '

一 .

城岩からの展望（雄鹿原一帯が見渡せる）
岩上からは，栗栖に相対する福屋勢が松明を並木に結びつ
け大軍を偽装したといわれる俵原・牛岩の野も右手遠方に
眺められ，眼下には雄鹿原集落の約7割が展開している．

／

ｰ

- ; ■ ■ _ ． … ＝ 三

城岩のある山を望む

／

／
／

猛

その他城岩への散策道の整備も行われている．
この散策道は．事業で行われたものと．地元住
民の手により整備されたものからなっている

全

電 可 空
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地 久 院 地 久 院 の し だ れ 桜
地久院はもと江亀山泉涌寺といい､文明2 (1470)年近江国明治5 (1872)年,太政官布告により無壇無柱の旨をもって
三井寺の源如僧都により建立された．釈迦誕生仏・侍立尊廃寺となる．ここの枝垂桜は当時を偲ぶ老木である．
者二体・弥陀・観音・勢至の木版画像一|幅を安置する．

④ その他整備

地 久 院 の 修 復 城 岩 へ の 散 策 道
柵と屋根の修復を行っている． 散策道整備として義木階段の整備．

亀山八幡神社前の広場
亀山八幡神社前の広場は，県道の改良工事に伴い残地が生
まれたことから その土地を利用し地域住民はもとより，
都市との交流の場を作り出している．また，地域の歴史を
知る伝承の場となっている神社である．

広場花壇
これらの花壇は，地元住民により維持管理されている

虹 垂 亀 塞
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① 整備内容とその関係施設
雲月地域での整備内容は，サブコア施設となる施設はなく，歴史的遺産の説明案内板1基，

城跡整備とあわせた散策道の整備となっている（図10)．
うん

その他については，現在利用はされていないが，放牧地やかんなながしの跡があるほか，雲
げつ

月山は周辺の緑の中にひときわ目立つ緑地景観をつくりだし，豊かな植物や動物の生息・生育
地となっている．また，温水ため池として利用されている草安のため池には，希少な動物の生
息が確認されているなど,人間と自然がともに生活する安らぎ空間として位置づけられている．

これらとあわせふるさとを守り育てるための活動組織（雲月ふるさと推進協議会）や営農組織
などにより，集落全体の美化活動や伝統文化の継承など積極的に取り組まれている．
これら多様な資源や資源と資源の間にある空間（農村風景）も含めたものを田園空間博物館

としている．

うづつき

雲月地域

図10 雲月地域の田園空間博物館整備

② その他説明看板など
地域の入口に位置する大利城跡からは，雲月地域の谷筋に広がる田園景観を望むことができ

るとともに，西中国山地の山々の一部を山頂から望むことができる．これら風景そのものを空
間の博物館として位置づけている．
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大利城跡
天文21 (1552)年，奥山庄の所領をめぐって栗栖・禍原合戦
が起こった

大利城跡整備
岩見同毛原庄今市城主 福屋木工丞隆次が，安芸国発坂城
主 栗栖椛頭親忠を攻める際その本l雌を築いた地であり．
大利城と称していた．

散 策 道
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①整備内容とその関係施設

中央（西南）地域での整備された内容は，既存施設利用による全町の情報拠点として位置づ
も り や か た

けているコア施設「オークガーデン 森林の館」を中心に，町内の各種情報を集め，訪れた人
たちへ提供する施設としている．また，農業に関わる歴史的遺産の説明案内板1基と芸北（芸
北町）全体の大型案内板の整備を行っている（図11)．

も り や か た

これら案内は，森林の館内に設置されている情報施設や職員による人と人との交流による
案内など，四季を通じた人の温もりを感じる情報の提供ができるよう取り組んでいる．提供内
容は各地域の植物や動物の紹介と歴史的資源の紹介,伝統文化活動（祭りや神楽など）の紹介，
各種地域イベントの紹介，地域特産物の紹介など様々な紹介を行っている（図12)．
また，芸北町民文化ホールには，芸北町の貴重な自然を知るうえにおいて大切な資料が保管

されるなど，中央地域にふさわしい取り組みが行われている
このことから，様々な人たちが集い，ふれあう地域として位置づけ，田園空間博物館の拠点

としている．

中央（西南）地域

図11 中央（西南）地域の田園空間博物館整備
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② オークガーデン（既存施設利用によるコア施設）
この施設は,宿泊のできる温泉施設や各種イベントなどが開催される場所となっているほか，

田園空間博物館としての情報拠点として訪れた人たちへ温もりのある提供を行っている．
このことから，集客力は高く町内外から訪れる人は一年を通し絶えることがない施設となっ

ている（図12)．
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③ その他説明看板

な が ぞ う

長沢のしだれ桜
直径およそ十間(18m )ほどの鯉頭形に盛り上がった頂点
にあるので．その昔墳墓の標木として植えられたとされ’
樹齢は約400年と推定される また，この地は昔福屋軍が保
塁を築いたところとも伝えられる

ながぞう

長沢のしだれ桜
この樹木はあまり管理されていないこともあり，樹木の生
育は弱り枯死する一歩手前まできていたが，この機会を
きっかけに樹木医の治療を受け持ち直し始めている．ま
た，桜が咲く頃，芸北(芸北町）の田植シーズンと重なるこ
ともあり，田柿の目安として周辺住民から親しまれている．
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① 整備内容とその関係施設
美和西（大暮と美和中央）地域で整備された内容は，サブコア施設となる「清流の家」や中

国山地特有のタタラの歴史を感じる山県製鉄所大暮工場跡の整備と説明板，刀匠旧家跡の説明
看板となっている他は，美和西地域全体の大型案内板の整備となっている（図13)．

また，地域には自然景観の素晴らしい大暮川や阿佐山などがあり，自然の営みを感じる地域
として親しまれている地域である．特に島根県境の山々から湧き出る水は，大暮川となり清ら
かな川面を見せ，心をあらわれる素晴らしい情景が形成されている．

このことから，この地域を「清流の里」として位置づけている．
② 清流の家（サブコア施設）

この施設は,美和西(大暮と美和中央)地域の案内施設として位置づけている．特に芸北(芸
北町）でも豊かな清流域となっている大暮川を中心に，農業の営みとたたらの営みが合わさっ
た地域として展示室も整備しているその他，農業体験や大暮川を利用した交流活動も盛んに
行われている．これらは地域の活動を支えている各地域のふるさと自慢運動推進協議会などに
よって積極的に行われている（図14～20)．

み わ に し

美和西地域

図13 美和西地域の田園空間博物館整備
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清流の家旧美和西小学校
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図 1 5 清 流 の 家 図 面
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図 1 7 清 流 の 家 図 面
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図 1 8 清 流 の 家 図 面
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図 1 9 清流の家図面災
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改修後階段・踊り場付近

改修後打合せの間

改修後講堂

改修後テラス設置
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③ 製鉄所跡修景整備と説明看板
大暮地域には農業．農村の歴史とたたら製鉄の歴史があIﾂ，各家庭には製鉄関連の遺産があ

やまがた

る．たたら製鉄は最後は山県製鉄所合資会社大暮工場となり，役目を終えた．
また，集落の背後には1000 m級の山々が連なり，この山を源とする大暮川は豊かな河川景観

美を作り出している．
これら製鉄の歴史と水とのつながりを重点に地域集落の田園を博物館としている．

撫
‘ 珂 可

一 声

山県製鉄所合資会社大暮工場施工前 山県製鉄所合資会社大暮工場施工後
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一 一 一

溶鉱炉跡

明治33年に政府によって山県郡の「たたら」の歴史は終わりを告げ，各所に
残された鉄緯(大鍛冶屋の「かじやとくそ｣）の山は，風雨にさらされていた
が，これを利用して再生産する製鉄会社の設立を見ることになった．
明治34年，島根県の長瀬多五郎によってこの地に設置された鋳鉱は，山県製
鉄所と称し，後に野島国次郎の経営となり水車を利用した送風機を取り付け
て大正14年まで操業を行った．
製鉄所の操業時には「かじやとくそ」｢木炭｣の収集と運搬に多くの村民が従
事し，製品の一部からは農具や民具などの生活用品を作った．

正光は石橋氏を称し，享和2 (1802)年,刀工相州正宗の流
れを汲む出羽直網の門人 森脇栄造の弟子であった幸十郎
長政の子として高野村(現在の高野）に生まれ,後に高野石
橋家から分家しこの地に居を移した．
正光は広島藩からその名技を認められ，年頭に当たっては
藩主に謁見を許されるなど刀工の技術の高きが窺える．
正光は鍛刀の名技を持ちながらも一層の研究心に富み，常
に刀工技術の研鐡を怠らなかったが．明治9年に廃刀令が
出され刀剣の使用は禁止された．

大 暮 川 で の 交 流

溶 鉱 炉 煙 突

刀匠正光屋敷跡看板整備

田んぼの学校
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④ その他活動



① 整備内容とその関係施設
美和東地域において整備された内容は，サブコア施設となる「美和東文化センター」を中心

に地域性豊かな農村景観と，これら関係する自然と歴史について位置づけ，芸北（芸北町）の
西側となる八幡地域とは違う，谷あいの田園空間として整備している．その他，自然の豊かさ
を特徴づける「サクラソウの自生地」の説明板や地域のよりどころとなる照宮神社の説明板，
美和東地域全体を案内する大型の案内板としている（図21) .

み わ ひ が し

美 和東地域

蕊
図21 美和東地域の田園空間博物館整備

② 美和東文化センター（サブコア施設）
この施設では，美和東（溝口周辺）地域の案内施設として位置づけているほか，地域の活力

を見出す拠点として，芸北の食文化を継承するとともに，新たな食を創り出すことも行われて
いる．また，農業文化を伝える施設として異文化交流や都市間交流を行っている．その他，地
域の特産品を開発する拠点としても位置づけている．これら活動は地域のふるさと自慢推進協
議会によって積極的に行われている（図22～28)．
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旧美和東小学校正面改修前

職|日

鍵蝿
鰯

蕊

旧美和東小学校背面改修前

|gi■■1
-

錘 _ r ’

美和東文化センター正面改修後

＝

̅ in

美和東文化センター背面改修後

図22 美和東文化センターの活用例
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旧美和東小学校創作室改修前

ｰ

「

1

0

美和東文化センター創作室改修後

旧美和東小学校研修室改修前

～

や

美和東文化センター研修室改修後
黒板は全てそのまま残し 利用している．

旧 美 和 東 小 学 校 理 科 室 改 修 前

I厨

巖
l l

F
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旧美和東小学校教室改修前
同窓会のメモリアルメッセージが残されている．
「20年ぶりの同窓会で再会しました．この校舎はいつまで
も残してほしい! S55 , S56卒業生できれば消さないで
ください.」と書かれている．

美和東文化センター創作室改修後

旧美和東小学校講堂改修前

＝ 意 ！

I

劇

美和東文化センター集会室改修後
照明器具の一部は旧小学校で使われていたものを利用して
いる．

旧 美 和 東 小 学 校 廊 下 改 修 前

魂

美和東文化センター廊下改修後
廊下の床は，旧廊下で使用されていた床板を裳返し，表面
を削り再利用されたもの．
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③ その他説明看板

サクラソウの自生地
芸北(芸北町）に自生しているサクラソウは，絶滅危倶Ⅱ類
(レッドデータブックに記載）とされており，その姿がかわ
いらしいことから，江戸時代の頃よりI粥|芸として育てられ
てきた．

&

’0

一 一 一

自生状況
各地のサクラソウの自生地では盗掘や自然破壊，環境の変
化などにより消え去ろうとしている．全国的にも希少であ
るサクラソウの自生地の保護は地元の自慢として取り組ま
れている．

④ その他活動

一

謹蕊灘

照宮神社
神殿の彫刻に特徴を持つこの神社は,寛文3（1663)年に遷
宮され地域の氏神様としてこの里の平安と五穀豊穣を祈願
されている．

竃

現在 美和東文化ホールでは，地元ふるさと自慢により大豆栽培を行い，美和の豆腐として試作を行うほか，海外交流な
ど多様な交流事業に取り組んでいる．

礎篭愈綴蕊
ー

冬 坐 上 封 西 _ . 〃

空 サクラソウ栽培
組織培瀧によってサクラソウの増殖を行っている
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田園空間整備事業「田園空間博物館」パンフレット

芸北町教育委員会 小学校社会科副読本「わたしのまち芸北町」
芸北町立芸北民俗博物館パンフレット
芸北町 平成12年度田園空間整備事業基本計画策定業務
芸北町 平成11年度田園空間博物館整備地方委員会報告書
芸北町 平成12年度田園空間博物館整備地方委員会報告書
芸北町 平成13年度田園空間博物館整備地方委員会報告書
芸北町 平成14年度田園空間博物館整備地方委員会報告書
芸北町 平成15年度田園空間博物館整備地方委員会報告書
芸北町平成15年度田園空間博物館整備地方委員会平成11-15年度総括報告書
施設整備設計図面 「生き活き暮らしの博物館｣，「大暮交流施設整備｣，

「美和東文化センター」

施設整備現場管理写真「大暮交流施設整備｣，「美和東文化センター」
全国土地改良事業団体連合会発行 21世紀 田園力を愉しもう
その他打合せ記録簿など

広島県内唯一の田園空間博物館整備を行っている芸北町は，平成8年5月作成の「芸北町第3
次長期総合計画」に位置づけられた「ときめき21プロジェクト」の一部「全町自然博物館構想」
の実現に向け取り組まれ，平成15年度には理想的な博物館へと躍進している．
これらは，ひとえに地元住民の方々をはじめ，芸北町各関係課などの協力のもと取り組まれ，

博物館としての意識向上はもとより，各地域にある「ふるさと自慢推進協議会」を中心にふるさ
とを守り，育て，継承する活動を積極的に行われた結果が実ったものと思われる．
今後，新たな地域の誇りと自身に満ちた取り組みを田園空間博物館として位置づけ，意識をさ

らに醸成し，日本の源風景と地域独自の居住空間が織り成す癒しと誇りによる独創的な「ふるさ
と」を守り，育てることが必要となっている．
また，平成の大合併のなか，本町においても例外ではなく平成17年2月1日（予定）には，合

併が行われ芸北町ではなく，芸北地域となってしまう．このことから，今（平成16年1月現在）
を最大限生かし，独立できる組織をつくり新たな気持ちで積極的に取り組み，自らの「ふるさと」
を守り，誇りをもって維持できるよう体制を整えることが重要となっている．さらに，合併対象
となる町についても多くの農業・農村に関連する遺産は数多く存在している．このことからも広
島県最初の田園空間博物館として強固な位置づけをもって，地元住民自らの宝として積極的に取
り組むとともに，新たな地域資源との融合による交流促進を図り，日本国内はもとより国際的視
野に立つようお願いするものである．

参考文献

あ と が き
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本報は下記の委員会を代表して委員長の中越信和がとりまとめたものである．関係された広島
県農林水産部農村整備総室 広島県芸北地域事務所農林局農村整備課，芸北町の方々にその労に
感謝する．事務局の広島県土地改良事業団体連合会には資料収集・加工に貢献頂いた．とりわけ
則頭孝治，秋山浩三両氏の献身的な働きに深謝する．農林水産省中国四国農政局整備部農村整備
課の職員の方々には事業計画にあたり，ご助言を頂いた．皆様,本当にありがとうございました．

平成11～15年度広島県田園空間博物館整備地方委員会名簿

委員長中越信和広島大学総合科学部教授・日本景観生態学会会長

広島県立大学生物資源学部助教授
広島経済大学講師
広島県生涯学習センター生涯学習推進マネージャー
(株)広島ホームテレビ地球派宣言室部長代理
芸北町社会福祉協議会理事，他
芸北町代表監査委員，他
広島県指導農業士，他

2004年1月6日受付；2004年1月27日受理
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高原の自然史Mz如畑I戯siory o/jVisﾉ".C加噌0陶拠MO1"""s 9 : 59～69 (2004)

芸北町の植物に関係する文献目録

吉 野 由 紀 夫

東和科学株式会社

Bibliography on the Vascular Plants in Geihoku-cho, Hiroshima Prefecture

Yu k i o YO SH I NO

Towa Kagaku Co., Ltd. 6-5, Funairi.machi, Nakaku, Hiroshima 730-0841

Abstract: Assembling previously published papers relating to an area is an  important part of
recording its natul･al hilory. 198 papers relating to vascular plants in Geihoku-cho. Hil･oshima
Prefecture, were listed These papel･s were published from l890 to 2003.

.2004 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved

は じ め に

広島県の植物に関する文献は，明治以降これまでに2400点ほどが確認されている．吉野は1991
年から95年まで広島県野生生物検討委員会植物分科会の委員として広島県の絶滅の恐れのある野
生生物の種の選定作業を他の4名の委員（安藤久次,関太郎，渡辺泰邦,松村雅文）とともに行っ
た．この時，広島県の過去の植物の分布を調べるため文献を調べる必要が生じたそれで，広島
県の植物に係る文献の収集整理は，委員の中で一番若い吉野が担当として作業を行った．収集の
方法としては渡辺（1979）の文献目録や金井(1985～1 994)の目録など，いくつかの文献目録を
使った．また，その後発表された文献や，委員が確認した文献を収集し整理することとした．そ
の作業は現在も行われており，確認された文献のリストは雑誌「比婆科学」に順次掲載されてい
る．

広島県では2003年度より芸北町八幡で自然再生事業を行うことになり，現地調査を行う機会に
恵まれた．自然再生事業にあっては，調査・検討の段階で「過去の自然の状況」を把握する必要
がある．そのためには，地域の植物，植生に関する過去の記録がきわめて重要である．そこで，
八|幡地区を含む芸北町の植物に関する文献を整理することとした．その結果，これまでに198の
文献を確認することができたので報告する．
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金井弘夫（編） 1985．日本植物分類学文献目録・索引1 . 616 pp.アボツク社，鎌倉市．
金井弘夫（編） 1987．日本植物分類学文献目録・索引2. 489ppアボツク社，鎌倉市．
金井弘夫（編） 1989．日本植物分類学文献目録・索引3 . 651 pp.アボツク社，鎌倉市．
金井弘夫（編） 1990．日本植物分類学文献目録・索引4 . 783 pp.アボツク社，鎌倉市．
金井弘夫（編)  1994.日本植物分類学文献目録・索引5 . 511 pp +616 pp. アボツク社，鎌倉

市

渡辺泰邦 1979．広島県維管束植物文献目録．会誌18：25-52．広島県高等学校理科教育研究
会，広島

吉野由紀夫 1996．広島県の維管束植物に関する文献目録．比婆科学 175：1-88．
吉野由紀夫 1999．広島県の維管束植物に関する文献目録(2)，補遺と追加．比婆科学191：

25-40．

吉野由紀夫2002．広島県の維管束植物に関する文献目録(3)，補遺と追加 比婆科学204：
29-35．

吉野由紀夫2004．広島県の維管束植物に関する文献目録(4)，補遺と追加(3)．印刷中

植物関係の文献の内，分類学，植物地理学，生態学等の文献を集録した．また，遺伝学，植
物民俗，方言などに関するものも集めた．
明治以降を対象とし，それ以前のものは除外した．
文献は著者名，発表年，タイトル，出版社の順で表した．また，配列は著者のABC順に整理
し，共同執筆の場合もABC順とした．

雑誌名はできるだけ省略しないようにした．
一部の文献は末尾に斜線を入れ，そのあとに植物名や生育地の地名を入れた．
渡辺(1979)の集録した文献の内，広島大学理学部生物学科植物学専攻の卒業論文や修士論
文，学会の講演要旨は掲載していない．
一部の文献は直接確かめることができなかった．それらは文献番号の右に＊で示した．
印刷事情の悪い時期のガリ版刷りのものも採用し，文末に（謄）と記してある．
県内各地で実施された環境アセスメントの報告書にも多くの植物が記録されているが，閲覧
できないので，集録していない．

日本の雑誌に欧文で掲載された論文はそのまま示し，雑誌名も欧文で示している．主な雑誌
の欧文と日本文の対応は以下のようになる．
Acta Phytotax. Geobot. 植物分類・地理
Bot. Mag. Tokyo 植物学雑誌

Bull. Biol SoC Hil･oshima Univ 広島大学生物学会誌

例

参考とした主な文献目録

1

凡

10
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E c o l . R e v .

J Geobotany

J. Phytogeogr. & Taxon

Journ. Jap. Bot.

生態学研究

北陸の植物

植物地理・分類研究
植物研究雑誌

芸北町の植物文献目録

青山幹男・須田泰夫1984．広島県におけるカンアオイ属の分布 広島市植物公園紀要
7：47-50．

安藤久次･中野武登1981．広島県博物誌植物(9)，ビツチユウフウロ．広島県文化財ニュー
ス 9 0 : 1 3 .

安藤久次・中野武登 1982．広島県博物誌植物（13)，ユウスケ．広島県文化財ニュース
94：13．

安藤久次・中野武登1984．広島県博物誌植物（18)，ハンカイソウ．広島県文化財ニュー
ス1 0 2 ： 1 1 ．

朝日新聞社（編）1983．八幡湿原．「日本の自然100選」162-163.朝日新聞社，東京．
足利久美子 1996．花暦．苅尾 4：3．西中国山地自然史研究会会報．
文化庁 1969．天然記念物緊急調査植生図・主要動植物地図 34 広島県. 37pp.+2

付図 文化庁，東京．
中国地域大規模草地研究班(農林省中国農業試験場)  1968.中国地域大規模草地の利用管

理技術の確立に関する研究第1次中間報告害（昭和42年度) . 120 pp.農林省中国
農業試験場．

中国地域大規模草地研究班(農林省中国農業試験場）1968．中国地域大規模草地の利用管
理技術の確立に関する研究 第1次中間報告害参考資料（昭和42年度)．77 pp.農林
省中国農業試験場

中国地域大規模草地研究班(農林省中国農業試験場）1969．中国地域大規模草地の利用管
理技術の確立に関する研究 第2次中間報告害（昭和43年度). 219 pp，農林省中国農
業試験場

中国新聞社（編）1992．増補版花のアルバム. 228 pp・中国新聞社，広島
福島 司・岡崎正規1995.西中国山地の山頂部に発達する湿性型ブナ林とその立地環境

日本林学会誌 77（5）：463-473．
福岡誠行・黒崎史平 1992．本州西部植物地理雑記10．頌栄短期大学研究紀要24：

67-76.／ヒロハノオオタマツリスケ（臥竜山）
芸北町教育委員会（編）1984ふるさとの樹木21 pp.芸北町教育委員会，広島
芸北町中央公民館（編)  1990.ふり返ると，もりがあった一どんぐりシンポジウムー.91

pp.芸北町教育委員会，広島
芸北町教育委員会（編）1994．芸北の自然. 141 pp.芸北町教育委員会，広島
芸北町教育委員会（編） 2003．芸北，カメラが語る昭和初期. 103 pp・芸北町教育委員

003

004

008

009

010

011

012

0 1 3

014

015

001

005.

006.

0 0 尻

002

016

017

- 6 1 -



018

019

020

026

027

034

035

036

037

038

040

会，広島／マツムシソウ（千町原）
後給好弘1998．西日本の宝もの．苅尾 6：1-2．西中国山地自然史研究会会報
波田善夫 1973.枕湿原の植生．岡山理科大学紀要 9 : 69-83.
Hada, Y.  1984.  Phytosociological studies on the mool- vegetation in the Chugoku Dist1･1ct, S

W Honshu, Japan.  Bull・Hiruzen Res・Inst. 10 : 73-110

濱谷修-  2002.広島の自然散策⑰ 天狗石山 はなの輪91:7.
広森幹- 2003．とある休耕田を湿原に(A湿原の場合)=苅尾 12:5．西中国山地自然史

研究会会報．

広島大学理学部附属宮島自然植物実験所･比婆科学教育振興会(編）1997．広島県植物誌．
832 pp.中国新聞社，広島

広島県1933．史跡名勝天然記念物国宝案内132 pp.広島．
広島県（編)  1979.第2回自然環境保全基礎調査，植生調査報告書. 46 pp.環境庁，東

京．

広島県（監修）1990．広島県文化百選⑦花と木編. 217 pp.中国新聞社，広島
広島県（編) 1995.広島県の絶滅のおそれのある野生生物. 437 pp.広島県環境保健協会，

広 島

広島県（監修)  1995.広島県の自然と野生生物. 204 pp.中国新聞社，広島
広島県文化財保護委員会等連絡協議会事務局(編)1993．広島県市町村指定文化財目録．42

pp.広島県文化財保護委員会等連絡協議会事務局，広島
広島県文化財協会1982.広島県巨樹調査. 68 pp.広島
広島県広報室（編）2003．湿原の野草めぐり すこぶる広島52 : 16-21.
広島基町高校生物部 1978.八l幡高原・臥竜山・尾崎谷の植物．ビオロギーNo.8,別冊

1-21.  (")

桧山 智・山手万知子 1984．広島県におけるカンアオイ属2種の分布．ヒコビア 9：
147-153 .

堀川芳雄1958．広電沿線風物誌自然I,植物. 30 pp.広島電鉄観光課，広島
堀川芳雄 1960.芸北の植物景観．広島県文化財ニュース 8:5.
堀川芳雄・伊藤秀三 1958．放牧地における植生の連続性および撹乱に対する指標植物．

日本生態学会誌 8（3）：123-128.／才乙放牧地
堀川芳雄・伊藤秀三1958．ふたたび階段群落と斑紋群落について．広島大学生物学会誌

9 (1) : 13-19. /才乙放牧地
堀川芳雄・奥富 清1959.三段峡の峡谷植生「三段峡と八幡高原総合学術調査報告」

181 -194.広島県教育委員会．
堀川芳雄・佐々木好之1959．芸北地方（三段峡及びその周辺）植生の研究「三段||灰と八

I勝高原総合学術調査報告」87-107.広島県教育委員会．
堀川芳雄・鈴木兵二・安藤久次・中西哲 1959．三段峡・八|幡高原及びその周辺地域所産

高等植物目録．「三段峡と八幡高原総合学術調査報告」195-224, pls.1-3.広島県教育
委員会．
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堀川芳雄・鈴木兵二・安藤久次・佐々木好之1966.西中国山地の植物一植物相の特性と植
物群落一．「西中国山地国定公園候補地学術調査報告」49-87, pls.11-19.島根県・広
島 県

堀川芳雄･鈴木兵二･横川広見･松村敏則1959．八幡高原の植生概観「三段峡と八幡高原
総合学術調査研究報告」109-120.広島県教育委員会

堀川芳雄・鈴木兵二・横川広見・松村敏則 1959．八I幡高原の湿原植生．「三段峡と八幡高
原総合学術調査研究報告」121-152．広島県教育委員会

堀川芳雄・矢野悟道 1959．八幡盆地の湿原に於ける植物地下器官の研究．「三段峡と八l幡
高原総合学術調査報告」161-179, pls.1-5．広島県教育委員会

宝理信也1982．広島県の湿原植物「広島の生物」101-112.第一法規，東京．
井田秀行 1995．ブナのくらし芽生えの運命．苅尾 2：4．西中国山地自然史研究会会報．
井田秀行1996．苅尾山のブナの森の大切さ．苅尾 3：3．西中国山地自然史研究会会報
井田秀行・中越信和 1997．広島県芸北町臥竜山ブナ原生林の台風被害．高原の自然史

2：45-57．

Ida, H. & Nakagoshi, N.  1998.  A large gap formation in a beech forest on Mt. Garyu m
southwestern Japan  by  Typhoon  9119.  Journal  of Sustainable  Forestry  6  (3/4)  :
237-25Q

池田直哉・浄謙彰文・道沖みどり1998.芸北の自然を知る講座の記録 高原の自然史3:
101-145 .

池の本弘美 1995．臥竜山，八幡湿原の観察会．東広島の自然 18 : 16-17.
今田三哲 1993．カキツバタと牧野博士．ふるさとひろしま22：2-7．ひろしま郷土史研

究会．

今村外治ほか1966．広島の自然. 182 pp.六月社，大阪．
井波一雄1981．広島県植物図選1 . 100 pls +13 pp.博新館，広島
井波一雄 1982．広島県植物図選Ⅱ. 100 pls. +11 pp.博新館，広島．
井波一雄 1985．広島県植物図選Ⅲ. 100 pls. +12 pp.博新館，広島
井波一雄1988．広島県植物図選Ⅳ. 100 pls +12 pp.博新館，広島
井波一雄1990．広島県植物図選V. 100 pls +37 pp.博新館 広島
井上尚子・磯部 実・関 太郎2001．広島県フロラ覚書（1） ニシキミゾホオズキ（新

帰化植物)．広島市植物公園紀要20：49-52．
Ishibashi,  N.  1979  A phytosoclologlcal  study  on  the  deciduous  broadleaved  secondary

forests of the lowel･ part of the cool-telnperate zone in southwestem Honsyu, Japan  Bull
Fac. School Education Hiroshima Univ, Part 2, 2: 101-129

石橋昇 1981．広島県阿佐山周辺の森林植生．ヒコビア別巻1477-485．
Ishibashi, N & Toyohara. G  1993.  Vertical and hol･izontal distributions of main dominant

trees in the Sandankyo Gorge and its vicinity  Bull・Fac. Sch. Educ Hiroshima Univ.､
Part 11. 15: 67-86

環境庁（編）1979．日本の重要な植物群落（中国版) . 156 pp. + 174 pp. + 146 pp +262
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pp +143 pp. +15 pp.大蔵省印刷局，東京．
環境庁（編)  1984.国立，国定公園特別地域内 指定植物図鑑一中国・北四国編-. 450

pp.大蔵省印刷局，東京．
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｢広島市。太田川源流の森」における土壌動物相
一二次林と人工林の比較一

頭山 昌郁l.3) .和田秀次2.3) .山本 和志3)

l)広島大学総合科学部.2)広島県環境保健協会．3)市民グループ「森の塾」

Soil Macrofaunal Richness in " Hiroshima-otagawa Riverhead Forest " :

A Comparative Study among Secondary Forests and Coniferous Plantations

Yoshifumi TouYAMA ' ･ 3 ) , Shuji WADA 2 ' 3 ) , Kazuyuki YAMAMoTo 3 )

' ) Faclllty of lntegl･ated Arts and Sciences, Hiroshima University, Higashi
2 ) Hiroshima Envi l･onment and Health Associ ation, Hiroshima

3 ) Forest School, the Civilian Workshop fol- Studies of Natural History
Hiroshima 733-0844, Japan

Hiroshima 739-8521, Japan

730-8631. Japan

and Ecology in Hiroshilna,

Abstract: Soil macrofauna was compared in foul- Iol･ests in the a1℃a of '!Hiroshinlaotagawa Riverhead

Fol･est ": a deciduous oak fol･est, a red pine forest, the C1"""ze"" 1)lantation and the Cﾉ”ｼ""GJ""s
plantation. Both diversity and abundance of the soil macrofauna wel･e highest in the pine fol･est, and
lowest in the Cﾉz""eC)""js plantation The  C7"ro"22"(z plantatioI1 showed diverse soil macrofauna

inhabitation, but the soil macrofauna in that forest was different from the othel･ forels in group
com position

◎2004 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved.

は じ め に

1 998年に水道創設百周年を迎えた広島市水道局では，これを記念するシンボル事業として，水
源潤養モデル事業に着手した．この事業は，広島市の水源である太田川を守り次世代に引き継い
でいくため，太田川の源流域（現広島県廿日市市吉和）に森林を取得してモデル水源林としての
整備を進めるとともに，これを市民に積極的に開放して水源酒養の重要性について広く啓発して
ゆくことを目的としている．・一般公募によって「広島市・太田川源流の森」（以下，「源流の森｣）
と命名されたこの森林は，ミズナラ，コナラ，クリなどの広葉樹からなる様々な林相の二次林(約
210 ha)と，スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツなどの針葉樹からなるこれもまた様々な林相の人
工林（約145ha)を擁している（広島市水道局広報資料).
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「源流の森」においては，森林が持つ多くの公益的機能のうち特に水源酒養機能の充実に主眼
をおいて，森林の整備・育成が進められている．水源地整備を目的とした治山事業においては，
その内容は概ね荒廃地への植栽や，既存の森林（特に不成績造林地）の複層林への誘導，あるい
は浸透促進施設の整備などが中心となる（的場1993)ここ「源流の森」においても，不成績造
林地や荒蕪地への広葉樹の植栽などが，広島市水道局と市民ボランティアの協力のもとに実施さ
れている．水源酒養機能の充実へ向けて豊かな森林を育成するにあたっては，樹木を育み水分を
蓄える土壌の重要性は明らかである．畢寛 水源酒養林の保全・育成のためには，樹木だけでな
く土壌環境の改善もまた必要となる．そのための基礎資料として，「源流の森｣の各林分における
土壌環境の状態を調査・把握しておくことは，今後の森林整備計画の上でも重要であろう．しか
しながら，目に見えてその状態を把握しやすい樹木とは違い，土壌環境や土壌生態系の状態を適
切に把握するのは容易なことではない．とは言え「源流の森」を水源酒養林として保育してゆく
ためには，これは避けて通れぬ課題である．つけ加えるに，この森林に期待されている啓発的役
割のことを考慮すれば，土壌を含む自然環境の評価や保全もまた，遠く隔たった象牙の塔の住人
ではなく，水源地の恵みを享受している当の市民によってなされることが望ましいと言えよう．
このような観点から本研究では，市民ボランティア達の手で森林の土壌環境を評価する試みとし
て，土壌動物による自然度の判定を行なった．これらの土壌動物は単に土壌圏の住人であるだけ
でなく，落葉や枯枝の破砕・分解を通じて，土壌の生成や物質循環の加速（山本ほか1992，新島
1996, Lavelle 2002) ,更にはこれらの結果としての植物の生育促進などにも寄与している（例え
Ijr, Huhta cj ql. 1991, Setala and Huhta l991,金子ほか2002) .したがって，林相からの判定だけ
でなく土壌動物による森林自然度の判定を行なうことで，その林分の自然性や生態学的健全性を
より的確に判断できるであろう．

1998年度の調査に基づく林相図（広島市水道局資料）から判断して，「源流の森」は約30～40年
前にほぼ全域が皆伐されたようである（但し，場所によっては一部のアカマツを残して伐採した
林分もある)．皆伐跡地にはアカマツやスギ・ヒノキ等を植栽したが,一部の落葉広葉樹林はその
まま放置し萌芽再生するに任せたと考えられる．植栽後の年数（林齢）には7年～42年（2003年
現在）までのばらつきがあるが，今回調査を行なったのは何れも36年生の林分である．
各調査区の位置および環境条件の概略は図1および表1に示すが，やや詳細に述べると以下の

通りである．
1．コナラ林(Q)

株立ち樹形を示すコナラQ""℃"S Se"|伽αの二次林で，典型的な里山林の景観を示す．高木層が
発達しており亜高木層以下の下層植生は余り発達していない．亜高木層や低木層にはソヨゴ〃“
〆｡↑"IcMIosαやアセビPie"sjq加7""などの常緑広葉樹が多く混交し，草本層はチマキザサScUsq
“"“#αによって一面覆われている．
2．アカマツ林(P )
アカマツPj7z"s de"si"07nからなる高木層はやや疎開気味で，むしろその下の亜高木層の発達が

調査地の状況
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図1 「広島・太田川源流の森」および調査地の位置
Qコナラ林,Pアカマツ林,Clスギ林,C2ヒノキ林

表1 調査地の潔境条fl
アカマツ林
東の谷

P

広島市と太田川水系
（流路は一部省略）

広島市・太田川源流の森
所在地：広島県廿日市市吉和
面積: 355 ha

スギ林
東の谷

C l

標高(m)
植被率(%) I jS

Ⅱ層
Ⅲ層
Ⅳ層

積算植被率(％）
階層多様度H･ (dit)
Ao層厚さ(cm )
蟻初回調査時/2回目調盗時の値

良好である．亜高木層や低木層にはコナラ，リョウブαe" " n6αγI ) " " " i s ,ミヤマガマズミ

腕加""'"”t''葱ﾉ‘"@などの落葉広葉樹が優占している．草本層はチマキザサによって覆われてい
る．本林分の起源は皆伐後のアカマツ植栽にあるのかもしれないが，種組成や構造から見ても造
林地としての管理が継続されたとは考えにくく，いわゆるアカマツニ次林と同様の植生景観を呈
している．

3．スギ林(C1 )

よく手入れされたスギC7"to"ze"(z jal)07""の人工林で，適度な枝打ちや間伐の結果高木層は疎
開しているが，同様に下刈りや除伐のせいでスギ以外の高木性樹種は殆ど侵入していない．2002
年の土壌動物採取時には，枝打ちや間伐によって生じたスギのデトリタスが広く林床を覆ってお
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17，そのため草本層は殆ど見られなかった．但しこれは一時的なもので，翌2003年の植生調査時
にはチマキザサが広く林床を覆っていた．

4．ヒノキ林( C2)

あまり手入れされていないヒノキCﾉZ"1""jゆα"so"〃sαの人工林で，そのためか同齢のスギ人
工林(cl)に比べて立木の径がやや小さい．亜高木層・低木層を全く欠き，草本層も未発達であっ
た．林床のリター層も貧弱であるが，裸地化にまでは至っていない．所々に枝打ちや間伐由来の
材が散乱しているが，落葉の堆積は少ない

多大な労力と時間，技術的な習熟を要する種レベルでの同定に代えて，より上位の分類群，あ
るいは形態的に区別し得る単位(Mo rphospecles ,あるいはRTU: Recognizable Taxonomic Unit)を
用いようとする立場はTaxonomic Mimnlalismと呼ばれる(Beattie and Olivel･ 1994) .種までの同

定を割愛することでサンプル当たりの情報量が減少する反面，労力や時間を大II偏に節約でき，サ
ンプル数の追加や迅速な解析・対･応が可能になる上，ある程度のトレーニングを受けているが分
類の専門家ではない調査者(Parataxonomist)を調査に動員できるなどの利点が大きく，近年に
なって注目されつつある(Beattie and Olivel･ 1994, Andersell l995､Gaston l996 , Olivel- and Beattie

1996, Andersen ei (Il. 2002. Grelle 2002, Ricotta gj". 2002) .我が国においても早くから久居(1985)
が水生生物で，また青木（1985,1989）が土壌動物で，現地で容易に識別できることや生活型の
違いを反映させることを考慮した簡便な分類体系に基づく環境評価法をそれぞれ提唱している．
本研究においては，青木（1989）の方法に従って土壌動物による森林の自然度評価を試みた．彼
の分類体系は概ね綱や目などの上位分類群に対応するが，生態的特性も考慮して，鞘翅目や等脚
目などの一部についてはその下のレベルまで踏み込んだものとなっている．

今回の土壌動物の調査は，「源流の森」の林相の異なる4カ所の森林において，2001年～2003年
にかけて行なった．調査に際しては，各調査区の植生を代表すると思われる場所に15m×15mの
コドラートを設け，コドラート内の任意の10地点から20cm×20cmのAo層サンプルを採取した．
サンプリングの深さは鉱質土壌が露出するまでとし，採取時にはAo層の厚さを併せて計測した．
採取したAo層サンプルはビニールシートの上で511mメッシュの飾にかけ，中型～大型土壌動物
を採集した．以上の手順は現地で市民ボランティア達の手によって行なわれた．彼らは今回の調
査に当たって現地で簡単なレクチャーを受けたが，それ以前に土壌動物調査に参加したことも，
そのためのトレーニングを受けたこともなかった．なお，初回の採集時には，練習の意味もあっ
て複数人で1サンプルを処理するよう指導したが，2回目以降の採集では各人の判断に任せた．
2回目以降の採集には初回のレクチャーを受けていないボランティアが参加することもあった
が，その場合も必ず経験者が1人以上つくように班分けを行なった．なお，最初の調査ではボラ
ンティア達が調査に慣れていないために土壌動物相が過小評価となることが懸念されたので，最
初（2001年）に調査したコナラ林では翌々年（2003年）に同じ場所で追調査を行なった
採集したサンプルは70％アルコールで固定して持ち帰り，双眼実体顕微鏡下で検鏡して，青木

(1989）に基づいて種類を確認した．得られたサンプル中には，植物体上に棲息する同翅亜目

調 査 方 法
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Honlopteraやチャタテムシ目Psocopteraなど土壌動物として扱うには不適当なものや，指標性に
ついて不明確なヒル類H i l･udineaなど，青木(1989)のグループ分けには取り上げられていない
ものも含まれていたが,これらは今回の解析から除外した．本研究における土壌動物相の評価は，
得られた種類数（グループ数)，自然度（自然の豊かさの指数：青木1989)，および青木(1989)
のグループ組成に基づく対応分析(Correspondence Analysis)の結果によって行なった．
植生構造の調査は2003年の10月に行ない，階層毎の植被率と優占種を記録した．植生構造を表

す指数としては，階層毎の植被率を基に積算植被率および階層多様度(Stratificational Diversity)
H &TRを求めた．積算植被率は各階層の植被率の累計として計算し，階層多様度〃もTmは階層毎の植
被率から以下の式によって計算した．

階層多様度HSTR=-Z PilOg Pj
ここでPjはj番目の階層における植被率の積算植被率に対する割合(j=1～4)

階層多様度の計算に使用した〃'はShannon-Wiener (1949)の情報量多様度とよばれるもので，
種多様性の指数として用いられる以外にも，植生構造の複雑性を表す指数としてしばしば用いら
れてきた(例えば, MacArthul･ and MacArthul･ 1961. Pianka l967, Willson l974,頭山・中越1994b ,
頭山1997) .
なお，データの解析に際してはSTATISTICA ver5.1J (StatSoft, Inc. 1996)を使用した．

植生構造およびAo層の調査結果を表1に示す．スギやヒノキの人工林では，アカマツ林やコ
ナラ林に比べて植生構造が著しく単純・貧弱であり，殊にヒノキ林でこの傾向が顕著であった．
コナラ林とアカマツ林とで比較すると，コナラ林では高木層が発達している代わりに，その下の
亜高木層の発達は悪かった．逆にアカマツ林では高木層の植被率は低く，むしろその下の亜高木
層が発達していたこの結果，積算植被率においてはコナラ林がアカマツ林を凌いでいたが，階
層多様度H ETRについてはアカマツ林がコナラ林を若干上回っていた．人工林であるスギ林とヒ
ノキ林を比較すると，高木層が畿閉したヒノキ林では亜高木層以下の下層植生が著しく貧弱で
あったのに対して，高木層が疎開したスギ林では僅かながら亜高木層・低木層が存在し，草本層
も発達していた．
高木層から草本層までの4階層からなる森林の構造を要約して評価し比較するために，各階層

の植被率を基にした対応分析を行なった（図2a) .その結果，高木層と亜高木層それぞれの発達の
状態を反映する第1軸だけで全変動の70％以上を説明できた．従ってこの第1軸の得点は，各林
分の階層構造を要約した指数と見なし得る（後述, EI4a) .話を図2aに戻すと，その第1軸の左端
には高木層が疎開する代わりに亜高木層が発達したアカマツ林(P)が，同じく右端にはその逆に
高木層が発達して亜高木層が欠落するヒノキ林(C2)が配されていた．また，全変動の約24%を
説明する第2軸は亜高木層と草本層の状態を反映した合成変量で，亜高木層の植被率が小さく草
本層のそれが大きいスギ林(C1)だけが正の領域に他の3林分からやや離れてプロットされ，亜
高木層・草本層共に発達したコナラ林(Q)や，亜高木層・草本層共に未発達のヒノキ林(C2)は
共に負の領域に配されていた．

結 果
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( 3 )植生構造の対応分析の紬果

0 ． 0 0 ． 5 1 ． 0
節I軸；固有砿0.19297 (72. 60 %変動）

(b）林床のA1胴の比較

楽

Q(2001)  Q(2003)    P      CI      C2

図2 各調査区における環境要因の比較
階層毎の植被率を基にした対応分析による調査区の序列化
Ao層の厚さの比較

Ao層の厚さについてみると，概ね人工林でAo層が薄くなるという傾向が窺えたが（図2b) ,分
散分析(ANOVA)によれば調査区間で有意な差は認められなかった(F=2.328, p=0.071) .
土壌動物相の調査結果を表2に示す．2001年のコナラ林の調査は土壌動物調査の経験のないボ

ランティア達の最初の調査であり，経験不足からくる過小評価が懸念されたが，実際に調査して
みると, 2001年（最初の調査年）と2003年（調査3年目）のコナラ林の土壌動物採集結果は極め
て類似していた．2回のコナラ林の調査結果のばらつき，即ち熟練度の違いによる偏差は，林分
間の違いに比べると無視できるほど小さく，青木（1989）の方法による自然度の判定は比較的経
験の浅い調査者の場合にも有効であることが示唆された．この事は，後述する対応分析の結果に
おいても，2元データ・出現頻度データのいずれの場合にも明らかに示されていた（図3)．
今回の調査で土壌動物の多様性あるいは自然度が最も高かったのはアカマツ林であり，これに

(b)出現頻度データ

図3 土壌動物相の対応分析に基づく各林分の座標付け
(a) 2元データによる分析
(b)出現頻度データによる分析
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ゾウムシ科Cul℃ul ion idae

アリヅカムシ科Pselaphidae

ハネカクシ科Staphylinidae

その他の甲虫othel･ Colcoptel･a

幼 虫 C o l e o p t e r a n l a l ･ v a

膜 鋤 日 ア リ 科 F o l ･ m i c i d a e

双 翻 日 幼 虫 D i p t e r a n l a r v a

カ ニ ム シ 目 P s e u d o s c o l ･ p i o n e s

ザ ト ウム シ 目 O p i l i o n e s

ダ ニ 目 A c a r i n a

真 正 ク モ 目 A r a n e a e

等脚目 ヒメフナムシ属 L i g i d i u m

ワラジムシ類＊＊ ■■■■■

ダンゴムシ類＊＊
イ シム カ デ 同 L i t h o b i o m o l ･ p h a

オ オ ム カ デ 目 S c o l o p e n d r o m o l ･ p h a

ジム カ デ ロ G e o p h i l o m o l ･ p h a

(コムカデ類)                      Symphyla

(ヤスデ類)                      Diplopoda

後生殖門目(大形ミミズ類)    Opistopora

ヒ メ ミ ミ ズ 科 E n c h y t l ･ a e i d a e
H i I ･ ud i n e a

(陸雄巻貝類)                      Gastropoda

全グループ数 Nunlber of all gl･oul)s

青木の指標グループ数 Numbel･ 0[ Aoki's indicative g1℃ups

Aグループ GI･oup A
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自然の豊かさの指数 Degree of natUl･e  riChness (Aoki,1 989) *

＊土壌動物の指標得点は青木(1989)による．得点の高いものほど良好な森林環境に出現が限られる
得点の記載のないものは，青木(1989)に指標生物として取り上げられていない分類群．

*＊ワラジムシ類とダンゴムシ類はそれぞれ複数の科を含み，これらを一括する上位分類群はない
これらは自然度判定のために，青木(1989)によって便宜的に設定されたグループである．

表2 土壌動物相の調査結果．数値は出現頻度を示す
コ ナ ラ 林 ア カ マ ツ 林 ス ギ 林 ヒ ノ キ 林
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スギ林とコナラ林が続き，ヒノキ林が最も貧弱であった（表2)．特にアカマツ林では，シミ目
Mscil i(lae,ザトウムシ目Opiliones,オオムカデ目Scolopend romol･phaなど，指標得点が高い（す
なわち自然性の高い森林を好む）種類が出現していた．これに対して，最も土壌動物相が貧弱で
あったヒノキ林では，ゴミムシ目Carabidae,カニムシ目Pseudoscorpiones,ザトウムシ目，オオ

ムカデ目など肉食性（捕食性あるいは屍食性）のグループが欠落していた．青木(1989)の指標
グループの内訳を見ると，厳も指標得点の高い（即ち最も良好な森林環境を指標する)Aグルー

プの種類数はアカマツ林で9種類スギ林とコナラ林で6種類，ヒノキ林で4種類となっていた．
一方，最も指標得点の低い（即ち普遍的に存在し環境指標性の低い)Cグループの種類数は調査
区間で差がなかった

全体的な種類数（グループ数）や自然度（自然の豊かさの指数：青木1989)ではアカマツ林に
次いで高い値を示したスギ林であるが，捕食者であるオオムカデ目やカニムシ目，あるいは大型
ミミズ類Opistoporaなどが出現しないかあるいは出現頻度が低いなどの点で，自然に遷移した二
次林であるアカマッ林やコナラ林とは異なっていた（表2）．

この点について更に詳しく検討するため，在．不在の2元データと出現頻度のそれぞれに基づ
く対応分析を行なった（図3)2元データ(a) ･出現頻度(b)の何れの場合でも，全変動の40%

以上を説明する第1軸の両端にアカマツ林とヒノキ林が配され，この軸成分が土壌動物相の多様
性や自然性を反映していることが示唆された．一方スギ林は，第1軸の成分で見るとアカマツ林
とヒノキ林の中間かあるいは梢アカマツ林寄りに布置されたが，全変動の約30％を説明する第2
軸の成分ではこの両者から明らかにかけ離れており，（全体的な多様性や自然性はともかく）分類
群の組成の点から見るとアカマツ林やヒノキ林とは明らかに異なっていることが示された．コナ

ラ林は，在．不在だけを問題にした場合はスギ林に近い位置に配されたが（図3a) ,出現頻度を考
慮した場合はアカマツ林に近い位置に布置された（図3b) .

スギやヒノキなど針葉樹の単一植栽による人工林では，ブナやカシなどの天然林はもとより，
コナラやアベマキなどの二次林と比較しても生物の多様性や現存量が低くなることが知られてい
る（例えば,森川ほか1959，岩波・土屋1974,原田・緒方1984,崔・青木1985, Ohno and lshida
1997, Fahy alld Go'-'nally l998,澤田ほか1999) .また，同じ二次林の中でも，より遷移の初期段

階にあるアカマツ林は，コナラなどの落葉広葉樹林よりも「自然度が低い」と見なされることが
多い 一般論としてはあながち間違ってはいないが，これのみを論拠として，「自然度の低いス
ギ・ヒノキの人工林やアカマツ林を，より自然度の高い落葉広葉樹の二次林へと転換することで，
全体としての自然度の向上を図る」という具合に短絡してよいものか，事はそれほど単純ではな
い．「自然度が低い」「生物多様性が低い」と見られがちなアカマツ林やスギ林が，実は意外に高
い-コナラなどの落葉広葉樹の二次林に匹敵し，時としてこれを凌ぐほどの一種多様性を示し，
あるいは種数としては少なくてもコナラ林には見られないような特有の種の住処となっているこ
とがある（例えば，原田1991 ,頭山・中越1994a,原田・青木1 996,萩原ほか1999,澤田ほか
1999,長池2000) .今回の調査でも，アカマツ林で最も多様かつ自然度の高い土壌動物相が確認

考 察
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されると共に，スギ林でもアカマツ林やコナラ林とはまた別の意味・別の次元で多様性の高い土
壌動物相が確認された．土壌動物相だけでなく植生構造の点から見ても，今回調査したスギ林は

他の3林分とは異なっていた．これらのことは，植生構造でも土壌動物相でも対応分析の第2軸
でスギ林が他の3林分と離れた位置にプロットされた事実にはっきりと示されていた(図2a,図3).

それでは，このような土壌動物相の多様性・自然性の違いをもたらした環境要因は何か．スギ
やヒノキの人工林が全体の約40％を占めるという「源流の森」の場合，このことは単にスギ林の
生物相の特異性の一言で片づけることはできない．「源流の森」全体における森林整備計画を考
える上でも重要な意味を持つ.  Spearmanの順位相関係数(rs )による分析の結果，土壌動物のグ
ループ数および自然度に有意に影響する要因として挙げられたのは，植生構造の対応分析(図2a)

の結果得られた第1軸の得点であった（どちらも7's =-0.975, p=0. 0048 :図4a) .既に述べたよう

に,件の軸成分は高木層と亜高木層それぞれの発達の程度を反映する合成変量であった．そこで，
高木層および亜高木層の各植被率と土壌動物のグループ数との関係を調べた結果が図4bである
(図には示さなかったが，自然度の場合もこれと殆ど同じ傾向を示した)．明らかに，高木層がや
や疎開してその下の亜高木層が発達したアカマツ林(P)と，同じく高木層が疎開したスギ林(cl)
で，土壌動物のグループ数が他より多くなっていた．「適切な管理がなされないままに放置され
たスギやヒノキの不成績造林地は，適当な間伐によって林内の光環境を改善し，下層植生の生育
を誘導して生物多様性を高めるべきである」という主張がしばしばなされることと考え合わせる
と，この傾向の意図するところは示唆的である．
よく言われているように，適切な保育や間伐が為されていないヒノキの人工林（特に若齢林）

では，林冠の諺閉による光環境の悪化が下層植生の著しい貧化をもたらす（清野1988，恩田
1995)．特にヒノキの落葉量は少ない上に落葉自体も流失し易いため,Ao層の発達は阻害され，
保護するもののない林床は地表侵蝕を受けて荒廃し，結果として地表の環境は劣悪になりがちな
ことが知られている（大政1977，井上ほか1987,恩田1995,塚本ほか1998) .また，スギやヒ
ノキのリターは，土壌動物の餌資源としての質が広葉樹のリターに劣ることも指摘されている
(Takeda gjα1. 1987,堤1987) .今回調査したヒノキの人工林もこのような状態にあったと考えら

(a)植生柵造と土塊動物相

● 分 顛 群 数
○ 自 然 の 蝶 か さ

-0.5          0．0              0．5 1．0

植生椛造の対応分析における節l軸のスコア

図4 土壌動物相の多様性・自然性に影響する要因
植生構造の対応分析で得られた第1軸の評点と土壌動物の種類数および自然度
高木層・亜高木層の植被率と土壌動物の種類数

(a)
(b)
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れ，従ってこのような人工林では，土壌環境や土壌生態系改善のために何らかの措置が必要であ

る．諺閉したヒノキ単純林では下層植生が発達せず，リターの供給や堆積が不充分になることが
そもそもの原因と考えられるので，要はこの点を改善してやればよい．即ち，部分的な枝打ちや
間伐により林内日射量を増大させ，広葉樹の侵入や下層植生の発達を図ること（清野1988，斉藤
1989）が必要である‘また，枝打ちや間伐によって生じたデトリタスを林内に残置することで，
林内の微環境を複雑にして生物の棲息場所を増やし，生物多様性を向上させる事が期待できる．
更には，林床に残された枯れ枝が一種のトラップとしての役目を果たし，流失し易いヒノキのリ
ターを堆積させることも考えられる．今回調査したスギ林が多様な土壌動物相を維持しえた理由
の一つは，間伐による林内の光環境の改善とそれに伴う下層植生やリター層の潤養にあると考え

られる．当スギ林における間伐の履歴までは確認していないため断言は出来ないが，高木層が疎
開し下層植生が発達したアカマツ林でも同様に高い多様性や自然性を示す土壌動物相が確認され

たことを考えると，高木層の適度な刈り透かしが亜高木層以下の下層植生の発達を促し，土壌動
物をはじめとする生物の多様性に好影響を与えることは充分考えられる．萩原ほか（1999）はス
ギの人工林で自然性の高い土壌動物相が見られることを報告しているが，そのスギ林では林床に
ツッジなどの低木が生育しており,Ao層の堆積も比較的厚かったことが土壌動物相の自然性を高
めた原因であろうと述べている．もともと「源流の森」における森林整備の目的は水源酒養機能
の充実にあり，そのためには森林の複層林化を進めることが望ましいとされている（的場1993)．
従ってこの意味からもスギやヒノキの人工林で間伐を進め，下層植生の侵入・生育を図って複層
林へと誘導することは妥当であろう．

しかし，一方で，スギやヒノキの大径木からなる植林地では，畿閉林ではあっても時に予想外
に多様性や自然性の高い下層植生や土壌動物相が見られることがある（頭山・中越1994a) .従っ
て，不良造林地と一口に言っても，スギやヒノキの大径木に照葉樹が混交しているような林分に
ついてはそのまま残すことも考慮に入れて，「源流の森｣全体としての森林景観の管理計画を立て
ることが望ましい．

一方，二次林の場合には人工林とはまた違った管理計画が必要になる．アカマツ林やコナラ林
は本来が人為的な管理によって維持される二次植生であるため，今のままの生物多様性を維持し
ようとするならば，管理の継続が不可欠である．特にアカマッ林では，遷移の進行と共に林内に
照葉樹が侵入し，亜高木層や低木層の発達と相俟って，林内日射量が低下して草本植生が衰退・
単純化し,それに伴って土壌動物相も単純化することが考えられる(頭山･中越1994a) .したがっ
て現在のようなアカマツ林を維持しようとするならば,Ao層の掻き出しなどの人為的撹乱が必要
になる．但し，当「源流の森」はかなりな部分がアカマツ林とスギ・ヒノキの人工林で占められ
ている．従って「源流の森」全体の植生景観の多様化・複雑化を考えるならば，アカマツ林の一
部を放置するか，場合によってはアカマツの択伐によって，遷移を進行あるいは加速させること
も必要であろう（中越・石井1994,中越ほか1 994,石井ほか1995) .「源流の森」の生物多様性
をアカマツ林だけに依存し続けることは，本当の意味で多様性の高い森林づくりとは言い難い．
それに加えて，かつて広島県で猛威を振るい低地のアカマツ林をほぼ壊滅に追いやったマツ枯れ
が近年高標高地域へと侵入しつつある状況を考慮すると，「源流の森」における生物多様性や水源
酒養機能の多くをアカマツ林に依存している現状からの早急な脱却が検討されるべきかもしれない．
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広島県の淡水魚類相の特徴

平山琢朗’)＊・中越信和!）・頭山 昌郁2）

Freshwater Fish Fauna in Hiroshima Prefecture

Takuro HIRAYAMA ' ) *, Nobukazu NAKAGosHI ' ) and Yoshifumi TouYAMA 2 )

') Graduate School for lnternational Development and Cooperation,
Hiroshima University, 1-5-1 Kagamiyama, HigashiHiroshilna 739-8529

2)Department of Environmental Sciences, Faculty of lntegrated Arts and Sciences,
Hiroshima University, 1-7-1 Kagamiyama. HigashiHiroshima 739-8521

Abstract: The freshwatel･ fish fauna in Hiroshima Prefecture is described on the basis of the results

both of the present study and those of previous studies, and factol･s affecting the composition and
distl･ibution  of the fish  population  there  al-e  discussed  from  an  ecological  landpoint.  At  the
geographical scale ol Hil･oshima Prefecture, differences in river length, and differences in micro
environlllental featul･es and water depth between rivers of similar lengths, were the principal factors
determining the composition and distribution of the freshwatel･ Iish population. OI1 the othel- hand,

topographical and geographical facto1･s. particularly fol･ island rivers, were also important. Thus,
ecological, as well as topographical and geographical(geohistorical) factol･s determined the present
composition and distribution of the freshwatel･ fish in this pl･efecture aftel･ their introduction and

establishnlent by geohistorical pl･ocesses. The problem of alien fish species, the present situation with

regard to such species in this prefecture. and the urgency of native species protection al･e also
considered. Furthermol･e, the present conditions of threatened specles [ound in Hil･oshima Prefecture,
as listed in the Red Data Book by the Environment Agency in Japan, al･e discussed
◎2004 Geihoku-cho Board of Education, AII rights reserved.

は じ め に

日本産淡水魚類の分布の概要については，青柳（1957)，中村（1963)，宮地ほか（1976)，川那
部・水野(1989) , Yunla gt "J. (1998) ,中坊(2000)などの報告がある．それらによると，日本列
島には現在150-200種・亜種前後の淡水魚類が生息しているといわれている．そのうち，広島県

＊現所属：広島市立基町高等学校
Hiroshima Municipal Motomachi Seniol･ High School
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内で生息が確認されているものは，93種･亜種であるとされている（比婆科学教育振興会1994)．
しかし，その中には，人為的な手段によって他の地域から県内に持ち込まれた移入種も含まれて
おり，それらを除くと，本県内に生息する在来種は76種・亜種程度であると思われる（比婆科学
教育振興会1994)．そのうち，純淡水魚（一生を淡水中で過ごす魚）と通し回遊魚（生活環のあ
る時期に規則的に川と海の間を回遊する魚）が52種・亜種で，周縁性淡水魚（元来は海水魚であ
るが河口の汽水域で生活したり一時的に淡水域に侵入する魚）が24種・亜種になる（後藤1987,
川那部・水野1989，比婆科学教育振興会1994,中坊2000)．この中には，西日本の限られた地
域にのみ分布するゴギSα"e",,,!s l"jco,"","s ""I)",js (佐藤1963,金沢ほか1979,木村1989) ,ス
イゲンゼニタナゴRﾉzO(ie"s "7惣加伽s s'"g'"sis  (笠原・松島1976) ,イシドジヨウQb"is
如陶"s,'e70sis (後藤明・宮本1975,水野1989a) ,アユモドキL“"0"α“""（内藤1982)なども含
まれており，本県の淡水魚類相は生物地理学上からも大変興味深い存在である．
広島県の淡水魚類相を構成する種については，その起源はすべて大陸にあり，地史的な経緯を

経て本県内に侵入してきたものであることは間違いないようである(Lindberg l955,青柳1957,
西村1980，上野1980,前川・後藤1982,水野1987, Yuma " a1. 1998,渡辺1999) .さらに，
ウルム氷期には本県内の瀬戸内側河川はすべて岡山県を流れる高梁川を最上流とする水系の一部
を構成していたと考えられている（桑代1972，太田・米倉1987)．従って，本県内の河川は相互
に，また高梁川や山口県の錦川などとも類似した魚類相をもつはずである．しかし，実際には県
内の河川は，地理的な位置関係よりもその規模（流路延長）の違いから3つのグループに分かれる
ことが示唆された（平山・中越2003 )このように，本県の淡水魚類相の成立過程においては，
地理的・地形的要因（平山ほか2003）に加えて，生態的要因（平山・中越2003,  Hil･ayama and
Nakagoshi 2003)の影響も受けて現在のような種組成が形成されたと考えるべきである．本誌の
主旨からすれば，西中国山地の淡水魚類相の特徴について論ずるべきであろうが，そのためには
まず中・下流域も含めた広島県全体の淡水魚類相の起源や特徴について把握しておくことが必要
であると考えた．そこで，筆者らは，中・下流域や島喚部を含めた広島県全体の淡水魚類相の特
徴とそれにかかわる要因について，地理的・地形的要因と生態的要因，さらには近年問題になっ
ている人為的要因の観点から考察を加えた．
なお，本報は筆頭著者の学位論文（広島大学国際協力研究科提出2003）の総括・要約をもとに

稿を起こしたものである．

広島県の地形と河川の概況

広島県は中国山地中央部の南斜面に位置し，南部は瀬戸内海に面して大小138の島を擁してい
る．地形は隆起準平原が著しく発達し，道後山面（高位面)，吉備高原面（中位面)，および瀬戸
内面（低位面）の三段の浸食小隆起面に区分される山地が海岸線まで迫っている．高位面には中
国山地とよばれる標高1000- 1300 mの連峰が中国地方の脊梁山地を形成し，中位面は標高400 -
600 mの広い緩斜平坦面で，高位面とは急傾斜面または比較的緩斜面で境をなしている．低位面
は瀬戸内海沿岸近くの陸部や島喚部で，標高100 m前後からそれ以下の緩斜浸食面である．平野
部は未発達で，太田川流域の広島地域と芦田川下流の福山地域にみられるような沖積平野が代表
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的なものである（麿村1979,河瀬1982,多井1982)これら3段の隆起準平原が日本列島の中で
も最も密に平行に走っているために水系の発達が抑えられ，そのため，比較的規模の小さい水系
が県内全域に数多く存在している（膳村1979)．また，遷急点には多くの滝がみられ,先行河川・
河川争奪・扇状地・三角州などの多くの地形的景観がみられるなど，河川環境は変化に富んでい
る（西村1962,膳村1979)．
本県には，本川・支川合わせて200以上の河川が流下し，江の川水系を除くすべてが瀬戸内海に

注いでいる（図1)．主な水源は中国山地と吉備高原面（世羅台地や賀茂台地など）であり，中国
山地に源を発する河川としては，小瀬川，太田川，江の川があり，吉備高原面からは，芦田川，
沼田川，黒瀬川など，その他のほとんどの河川が発している．

現在日本列島に生息する淡水魚類の起源は，大部分がユーラシア大陸にあるといわれている
(Lindberg l955,青柳1957,中村1963,宮地ほか1976,西村1980,水野1987,友田1989,中
島1994，細谷1997a, Yuma "a1. 1998,渡辺1999) .これらは生物地理学的には北太平洋系，シ

広島県における淡水魚類相の起源と大陸とのかかわり
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ベリヤ系，中国系，インドシナ系，日本固有系の5つの系統に分かれ(青柳1957,後藤ほか1978,
西村1980，水野1987，細谷1997a, Yuma "αﾉ. 1998),中国系とインドシナ系に属する小型の魚
種が全体の約80％を占めている（細谷1997a, Yuma elαl. 1998) .また，国内に生息する淡水魚類
の属あるいはそれに対応する属は，すべて中国大陸・朝鮮半島に存在することも指摘されている
(宮地1940, Lindberg l955, Li l966, Choi l974,宮地ほか1976, Chen 1980,田(Jeon)  1987,
水野1987)．
鮮新世末（約300万年前）に起こった沈降運動によって，西南日本の瀬戸内区に巨大な湖（第二

瀬戸内海湖，古琵琶湖）が誕生したが，この当時の日本列島はまだ大陸と陸続きで，第二瀬戸内
海湖や古琵琶湖から流れ出た河川は現在の朝鮮半島西南を流れる河川とともに中国大陸を流れる
大河（古黄河）と合流して，南西諸島の西側に開いていた入江（古東シナ海）に注いでいたと考
えられている（市原1966,膳村1979,西村1980) (図2).このためにユーラシア大陸から現在
の日本列島へコイ科魚類を中心とする純淡水魚が移動できたといわれている(Lindberg l955,青
柳1957,湊・井尻1966,西村1 980,水野1987 ,友田1989,中島1994) .その後，更新世（約
200万年前）に入ると日本列島は大陸から離れていき，現在のような列島の骨格も出来上がって
いった．そのとき，第二瀬戸内海湖にも，現在の紀伊・豊後水道を通って外海から海水が入り，
湖水から内海へと変化していった（市原1966,膳村1979,多井1982) .このようにして，ユー
ラシア大陸から移動してきた淡水魚類は大陸から隔離され，現在の日本列島における淡水魚類相
の基礎がつくられたと推測されている（西村1980，前川・後藤1982，友田1989,水野1987) .
また，海を通過できる淡水魚類のグループのうち，北方系のサケ類やカジカ類および南方系のハ
ゼ類やウナギA1“""α岬0"岬などは海から河川部に侵入してきた（青柳1957, Neave l958,前
川1987)．この中から，後のドンコO(10"加加↓"s ol)scl"籾やカワヨシノボリR/"'090 l)"s jI'""'2"s
のように完全に海と縁を絶ったものも現れた．また，氷期に南方へと分布を拡大していったサケ
科のなかまには，間氷期にそのまま河川の上流部に取り残され陸封型となって生き続けているゴ
ギ，アマゴO"cOγﾉり,"cﾉ"Ls ""sO1"sﾉ"kαZ"a9,ヤマメO71cO1伽"c""S 7"aSO" 1"as"‘などが含まれる（青柳
1957, Neave l958,佐藤1 963,金沢ほか1979,前川1987) .

中四国地方についてみると，今から約7万年前に始まったウルム氷期の海退によって瀬戸内海
は陸化し，備讃瀬戸を境として2つの大河が東西に分かれて形成された（桑代1 972,太田・米倉
1987)．すなわち，東は旭川（岡山県）を最上流として淀川・吉野川・紀ノ川などの河川を合わせ
て紀伊水道から太平洋へと流れる紀淡川で，このときに旭川など中国地方東部の河川は琵琶湖・
淀川水系と同一水系を構成しており，淡水魚類の移動も可能であったと考えられている（坪川ほ
か1982，坪川1988)．一方，西は高梁川（岡山県）を最上流として，芦田川・太田川などの広島
県の河川を合わせて豊後水道から太平洋に注いでいたと考えられている豊予川である（図3）．
つまり，広島県内の瀬戸内側に流れる河川は当時同一水系を構成していたわけで，淡水魚類は水
系内をある程度は自由に移動していたと想像される．さらに，氷期の間にも小規模な海進・海退
が起こり，そのため旭川と高梁川の間にも一時的な水系間の連絡があった可能性も示されている
(坪川ほか1982,坪川1988) .ウルム氷期が終わると，気候の温暖化に伴う海進により海面が上
昇して，現在のような瀬戸内海の姿になり，各河川も現在のような流路をとるようになったとさ
れている（桑代1972,鷹村1979,多井1982)．
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日本列島における淡水魚類相の成立過程のなかで，地史的な経緯を経て大陸から侵入してきた
淡水魚類は，地理的・地形的な影響も受けて分布を拡大あるいは縮小していったと考えられてい
る(Lindberg  l955,青柳]. 957,西村1980,上野1980,前川，後藤1 982,後藤1 987,水野
1987,友田1989) .海外においても,北アメリカ(Poff and Allan l995, Zampella and Bunnell l998,
Marchetti and Moyle 2001) ,ヨーロッパ(Heino 2001, MagalhaeS ejα1. 2002) ,アジア(Ganasan
and Hughes l998, Yap 2002) ,アフリカ(Hugueny l989, Hugueny and Leveque l994, Tattersfield
gj "1. 2001) ,そしてオーストラリア(PuSey et (zI. 1998, Unmack 2001, Joy and Death 2002)の各
地域の河川において，淡水魚類相の種組成と気候や標高などの地理的な要因との関わりが指摘さ
れており，さらに，ある地域における河川の淡水魚類相が地理的な位置関係に対応してクラスタ
リング（いくつかの群集に分類）されることも報告されている(Hugueny and Leveque l994,

第二瀬戸内海滿

古 黄 河

古東シナ海

広島県の淡水魚類相の特徴

- 8 9 -

４
９
町
。
”〃
び
●
 

〃
■
』



1弾
小 瀬 川

豊予j

江の川 高梁川

黒 瀬 川 川壺h冨閏ｸ、；

図3 瀬戸内海の沈水谷と水系図（桑代1 972,本文参照）

Heino 2001, Yap 2002) .中国地方という地理的なスケールにおいても，このような考えに基づ
いて淡水魚類相の起源が論じられている（坪川ほか1982,岩田ほか1984,坪川1988)．さらに，
広島県を中心とした中四国地域の主要13河川の淡水魚類相をもとに行ったクラスター分析（類似
したサンプルをまとめ全体をいくつかの群に分類するための方法）の結果から，広島県の最も東
方に位置する芦田川は岡山県の高梁川・旭川とともにグループIを形成し，また，グループⅡを
形成する10河川のうち，沼田川と黒瀬川は愛媛県の肱川・重信川とともにグループⅡaを，太田
川と小瀬川は山口県の錦川・佐波川と合わさってグループⅡbを，そして江の川は同じ日本海に
注ぐ島根県の斐伊川とグループⅡcを形成することが示されたが(図4)，これらのグループは概
ね地理的な位置関係と対応しており，河川規模や源流の標高とは無関係なようであった（平山ほ
か2003)．特に，東部を流れる3河川（旭川，高梁川，芦田川）は，淡水魚類相の上で他の10河
川とは明らかに区別されていた．桑代(1972)や太田・米倉(1 987)が想定したウルム氷期の古
水系（図3）とは，紀淡川水系に属するはずの旭川が豊予川水系に属する高梁川・芦田川と同一
のクラスターを形成したことや，日本海側の河川である斐伊川と江の川が太田川や錦川などと近
い位置に群別されたことで一部食い違う点がみられたものの，中四国地方の淡水魚類相は，概ね
東西に沿ってその種組成を漸移的に変化させていく傾向がみられ，各河川の淡水魚類相は地史的
あるいは地理的な影響を受けていることが示唆された．しかし，その一方で，本県の本土あるい
は島喚部において，中小河川も含めて淡水魚類相の類似度を分析したところ，地理的な位置関係
とはしばしば無関係にクラスタリングされるという結果が得られた（平山・中越2003, Hirayanla
and Nakagoshi 2003) .すなわち，各河川はほぼその規模（流路延長）と一致して3グループに分
類され，各クラスターに属する河川については地域ごとのまとまりはほとんどみられず，地理的
な位置との明確な関連は認められなかった（図5)．島喚部の河川についてもまた,研究対象とし
た13島それぞれに出現した淡水魚類の種組成に基づくクラスター分析によって類似度を求める
と，能美島，江田島，倉橋島が同一のクラスターに分けられたり 因島と向島が高い類似度を示
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山ほか2003）
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すなどのケースはあったが，全体としてみると地理的な位置とはほとんど一致しなかった

(Hirayama and Nakagoshi 2003) .さらに，各島内を流れる78河川間でも，淡水魚類相の類似度に
よりグループIからグループⅢまでの3つのグループに分けられたが，同一島内の河川が必ずし

も同一クラスター内に属するものではなかった（図6)．これらの結果は，少なくとも広島県とい
う限られた地域においては，淡水魚類相に対して地理的な要因以上に強く作用する要因の存在を
示唆している．

最初にも述べたように，現在までに広島県内で生息が確認されているものは，93種・亜種程度
であり，そのうち在来種と考えられるものは76種・亜種程度であるといわれている（比婆科学教
育振興会1994)．本県瀬戸内側河川の淡水魚類相は，地理的な位置関係よりも河川の流路延長の
規模に応じて3つのグループに分類され（図5），各河川における淡水魚類の出現種数は，流路延
長の増大にともない，特にべき乗曲線によく一致して増加するという顕著な傾向がみられた（平
山・中越2003)．この結果は，河川規模（流路延長）の増大によって生息場所と生態的地位が多
様化・複雑化することで魚種の収容力が増加するという水野・御勢（1972）の見解を支持するも
のであった．このような関係を支持する結果はHuguency (1989) ,岡村(1990) ,水野(1993)に
よっても報告されていたが，筆者らは多変量解析を用いることによってより具体的に明確に示す
ことができた．つまり，広島県という地理的スケールでは，河川の淡水魚類相を構成する種数は
河川規模と関連した生態学的要因の影響を強く受けていることを示唆している．また，河川規模
に伴う淡水魚類の種数の増加は，通し回遊魚よりも純淡水魚の種数の増加に拠るものであること
が明らかになった（平山・中越2003)．この結果は，河川規模の増大に伴う生息環境の多様化は，
通し回遊魚よりも純淡水魚により有利に作用していることを示している．裏を返せばこのこと
は，生息環境の単純化は純淡水魚に大きな打撃を与えることを示唆している．これら純淡水魚が
生息している河川の上流域におけるダム建設などの大規模工事の影響は，単に一水系の問題にと
どまらず，県全体としての淡水魚類の多様性に関わる問題として捉えるべきであろう．一方，通
し回遊魚の場合，河川規模の増大が一義的に種数を決定しているわけではないことも明らかに
なった（平山・中越2003）が，このことは通し回遊魚の方が純淡水魚に比べて河川規模による影
響が少ないことを意味している．

島喚部における淡水魚類相についてみると，島峻部のみにみられる固有の種は存在せず，すべ
て本土との共通種であったが，種組成を比較すると本土の河川よりも純淡水魚の出現種数が明ら
かに少ないことが認められた(Hirayama and Nakagoshi 2003) .この理由としては，島喚部の河
川は本土の河川に比べて水源が限られるために流量の変化が大きいことがあげられるが，その他
にも，島喚部の河川はいずれも流路延長が数1(,n以下と短い上に河川勾配が大き<,可児(1944)
のいうBc型が全くあるいは僅かしかみられないという「下流域をもたない河川」（水野1993)で
あることが考えられる．このような河川では淡水魚類の生息数が明らかに減少することが報告さ
れており（水野1993) ,この点が特に島膜部における純淡水魚類相に大きな影響を及ぼしたもの
と推測される．

各島あるいは各島内の個々の河川における淡水魚類相について行った多変量解析によると，い
ずれの場合も地理的な位置関係とはほとんど無関係にグループ分けされ，しかも，出現する淡水
魚類の種数や種組成の差異は，流路延長よりも河床形態や水深による影響を強く受けていること
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が示唆された(Hirayallla and Nakagoshi 2003) .この点に関しては，筆者らの研究で対象とした
島喚部の河川は，前述のようにいずれも流路延長には大きな差がなかったため，微環境の影響が
顕著に現われたものと考えられる．河川における魚類の生息環境としての河床形態，水深（淵・
トロ）などの微環境の重要性はよく知られているが(Elser l968, Lewis l968, Ruggles l968,
Angerlneier and SchIossel･ 1989,水野1980, 1985,高橋1985, Osborne and Wiley l992,中村ほか
1993,森・渡辺1999,谷田貝ほか1999, Crook "" 2001, Vila-Gispert eml. 2002) ,本研究にお
いても，河川の微環境が淡水魚類相形成に関わる重要な要因となることが示唆された．

さらに，筆者らが行った一連の研究の中では，河川規模や微環境と出現する純淡水魚の種数と
の間には有意差が認められ，通し回遊魚の種数には認められないという結果がいくつも示された
が（平山・中越2003, Hirayama and Nakagoshi 2003) ,このような結果は，河川における淡水魚
類相成立の経緯を明らかにする上で，純淡水魚が重要な鍵となることを示している．また，総種
数にみられた有意差も純淡水魚によるものと考えられ，河川における純淡水魚の種数がその河川
魚類相全体の特性を決めるほど重要な位置を占めていることを示唆している．
以上のことから，広島県およびその周辺という限られた地域においては，地史的な経緯によっ

て大陸から侵入してきた淡水魚類は，その後の地理的・地形的（地史的）要因を背景に，侵入し
た地域の河川の流路延長あるいは河床形態や水深（淵・トロ）などの微環境の違いなどの河川環
境に大きく影響されながら，現在の淡水魚類相を形成していった可能性を示している．また，本
研究から改めて淡水魚類相に及ぼす河川の微環境の重要性が示されたわけであるが，微環境は河
川改修や堰堤の設置などという人為的な圧力によって容易に変化するものであることから，自然
河川の減少とともに淡水魚類相も変化していったことがうかがわれる．
淡水魚類相保護の観点から，淡水魚類相へ及ぼす河川改修などの影響について詳細な調査が望

まれる中で，例え小河川であっても，その乏しい純淡水魚相とは対照的に，河口域の自然環境に
よっては，通し回遊魚の比較的大きな種多様性が維持され得ることが示唆された．本県内の淡水
魚類相保護は．後述する移入種による問題を含めて今後の努力に負うところが大きい．

広島県に移入された淡水魚類による在来の淡水魚類相への影響

本来その地域に分布しない生物が人為的に移入された場合，そしてその種が定着に成功した場
合，しばしば過度に繁栄して在来の生物相を脅かすことはよく知られている．この問題を最初に
体系的に把握したのはElton (1958)であるが，その後の汎世界的な交通機関の発達に伴い，意図
的・非意図的な生物学的侵入の事例とそれがもたらす生態学的な悪影響は無視できないまでに大
きくなってきており，生物多様性の危機をもたらす重要な要因であると認識されるに至っている
(鷲谷・森本1993, Bl-ight l998,小野1998,村上1998) .
最初にも触れたように,広島県内に生息している淡水魚類のうち,全体の約20％に当たる20種・

亜種ほどが国外や県外から持ち込まれた移入種と考えられる．これらの移入種は，それぞれイワ
ナ（ヤマトイワナ)sqj"e"""s I""o""7"sが鳥取県以東（古川1989) ,ワカサギIMoMes"s
”岬"""zs 7""0''27'sisが島根県以北の日本海側（伊藤1989) ,ホンモロコG7""z"ogり”
c""!jgscgws (細谷1989b) ,ビワヒガイS"℃0c/1""c"""s "(z""""s ""c7℃"""s (細谷1982, 1989c) ,
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ハス0ps"icﾉ2"lys """りs"ｲs l"1"1りs"ｲs(田中1989) ,ワタカJScﾉ"〃α”as"℃ew(Iche" (細谷1989a) ,
ニゴイ（細谷1989d) ,ニゴロブナCUmss"js gWwodoC""s (谷口1989a) ,ケンゴロウブナC"nss"s
c,""" (谷口1989b) ,イチモンジタナゴA c"g"昭"α""" cy"20s"g'"α(長田1989c) ,トウヨシノボ
リR",090l)"s sp OR (sensu水野1 989b)が琵琶湖・淀川水系に自然分布域をもっている．また，
海外からの移入種についてみると，ニジマスO"co"1jj7"ﾉZ"S 7)'砂hiss  (斉藤1989b, Page and Burl-
1991, Berra 2001) ,ブルーギルL"011"s 7""7りcl'"s (寺島1989, Page and Burr l991, Berra 2001) ,
オオクチバスMic'"te"Is s(zI"'oides  (前畑1989c, Page and Burl･ 1991, Berra 2001) ,カダヤシ

Gα'"b"sim (M,"s  (佐原1989, Page and Burr l991, Berra 2001)が北アメリカ大陸，ソウギヨ
αg伽"血"ｼ"godo'"de""s (立川1989a) ,ハクレンHypophthalmichthys molitriX (立川1989b) ,タ
イリクバラタナゴRIzO(Ie"s oce"""s o"""ﾙ!s(長田1989a) ,タイワンドジヨウc"""" ,""c,""q (前

畑1989b) ,カムルチーCﾉ0(Z7"2αα'"s  (前畑1989a) ,が中国・朝鮮半島の原産である．
これらの移入経路を追ってみると，イワナ，ワカサギ，ゲンゴロウブナ，ニゴロブナ．ニジマ

ス，ソウギョ，ハクレンは食用のために放流あるいは養殖され（内藤ほか1982，広島県1994，
比婆科学教育振興会1994)，ホンモロコ，ビワヒガイ，ハス，ワタカ，ニゴイ，イチモンジタナ
ゴ,トウヨシノボリは放流用の琵琶湖産稚アユに混ざって入り込んだようである(内藤ほか1982，
比婆科学教育振興会1994) .また，ブルーギル，オオクチバス，タイワンドジヨウ，カムルチー
は個人によって（内藤ほか1982,内藤1985d ,比婆科学教育振興会1994) ,カダヤシは「蚊絶や
し｣の名の示すとおり衛生害虫である力の駆除のために(平山1 987a,比婆科学教育振興会1994) ,
タイリクバラタナゴはソウギョやハクレンなどの種苗に混ざって中国から関東地方に入り，その
後琵琶湖に侵入したものが(長田1980, 1989a,土屋1980) ,さらに稚アユに混ざって県内に持ち
込まれたと考えられている（内藤ほか1982,平山1987b,比婆科学教育振興会1994) .また，こ
れらがいつ頃本県内に移入されたかについてはいずれの種も正確な記録は残っていないようであ
るが，ハクレンとタイワンドジョウが1960年代と最も早く，その他の種は1 970年代以降のようで
ある（内藤ほか1982，比婆科学教育振興会1994) .
これら移入種のうち，イワナ・ワカサギ・ゲンゴロウブナなどのような商業目的で放流された

魚種を除くと，ホンモロコ，ビワヒガイ，ハス，ワタカ，ニゴイ，イチモンジタナゴ，タイワン
ドジヨウ，カムルチーは，少なくとも広島県内の河川においては，現在のところ，さほど個体数
を増やすこともなく定着しているようである（内藤ほか1982, 1996,内藤1979, 1985b, 1985c,
1997, 1998,水岡1 987a,平山・福島1987,内藤・田村1988,平山1982, 1992a, 1992b, 1996b,
平山ほか1991，比婆科学教育振興会1994,岩水2003) .ただし，本研究において取り扱ったの
は陸水域のうち河川のみであり，湖沼や溜め池に関しての知見は未だ充分ではないため，これら
移入種の生態学的な影響については楽観を許さない．

こうした外来の生物が定着・繁栄する背景には，生息環境そのものの人為的改変あるいは消失
という事態があるが（浜田2000)，外来種そのものによる影響（競争的排除，捕食，在来種との
交雑）も問題になっている．例えば，他県においては，河川や溜め池などにおいてカダヤシが在
来のメダカを駆逐することが報告されており（佐原・幸地1980，佐原1989,幸地1991) ,本県
内においてもその点が危倶されている（比婆科学教育振興会1994，水岡ほか1995)．さらに，魚
食性の強いオオクチバスやブルーギルは，全国的にゲームフィッシングの対象魚として各地で放
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流されて在来種や漁業対象魚への食害とそれに伴う多様性の低下を引き起こし，既に行政的なレ
ベルでも問題になっている（寺島1977, 1980, 1989,今井1979,前畑ほか1987,前畑1989c ,
1993,望月1997,長田1997,杉山1997,田中1 997,東1999, 2002,中井1999,中島ほか2001,
高橋ほか2001，高橋2002)．特に，オオクチバスは，原産地の北アメリカ大陸においても移植先
の河川・湖沼で在来種を食害し大きな被害を与えていることが報告されている(Miranda l986,
Whittier and Kincaid l999, Tyus and Saunders 2000) .一方，ブルーギルは，原産地では主に動物
プランクトン食や水生昆虫食として知られているが(Keast l978, Schrammand and Jirka l989,
Berra 2001) ,日本国内での魚食性については生態的解放として報告されている(Azuma l992,
東1999)．本県においても，1980年代以降にオオクチバス・ブルーギルともに急激に分布を広げ
ているが（内藤ほか1982，内藤1985d, 1987, 1996,河口1987,水岡1987a, 1987b,平山・福
島1987，平山1988a, 1990a, 1990b, 1992a, 1992b, 1993a, 1993b, 1994, 1995a, 1995b, 1995c,
1996a, 1996b, 1997a, 1997b, 1998, 1999b, 2000, 2001a,内藤・田村1 988,平山・上田1989,
平山ほか1991) ,現在までのところ，その食害についてまとまった報告はなされていないようで
ある．しかしながら，他県の現状から判断すると，本県の淡水魚類相への影響は無視できないも
のと推察される．

このように，県外から新しく入ってきた魚種により在来の淡水魚類相が乱され，本来の姿を失
いつつある．本研究において，地域の淡水魚類相あるいはその多様性を論じる上での純淡水魚の
重要性について触れたが，これら移入種の大半がやはり純淡水魚である．従って，これら移入種
が在来の淡水魚類相に与える影響は，予想以上に重大であることが懸念される．また，ウナギ，
コイ，アユ，サツキマス，サクラマスなどのように，元来県内に分布する魚種であってもその分
布を外れて放流された場合，あるいは県内のものと同一種であっても県外から別系統のものが持
ち込まれた場合は，種内交雑により地域個体群としての遺伝的独自性の喪失を招くことが指摘さ
れている（酒泉1997，中井2002) .さらに県外では，サツキマスとサクラマス，ニツポンバラタ
ナゴとタイリクバラタナゴなどのような在来の近似亜種と移入亜種種との亜種間交雑（真山・木
村1989，長田1980, 1989a, 1989b, 1997,中野ほか1989) ,あるいは在来サケ科魚類と移入さ
れたサケ科魚類などのような種間交雑（丸山1978,上原1 978,鈴木1 982)による雑種化の問題
も報告されている．
このように移入種の及ぼす問題点として，生態系の崩壊,生物多様性の喪失，自然分布の攪乱，

遺伝子汚染（望月1997,長田1997,田中1997) ,病気（病原性細菌・ウイルス）の持ち込みな
どが指摘されている（淡水魚編集部1978，細谷1997b, 2001,鷲谷・村上2002) .自然保護の立
場からは，安易な淡水魚類の放流は厳に慎むべきである．

広島県に生息する環境省RDB種について

現在，環境省が公表している新カテゴリーにもとづくレッドリスト（環境省1999）において
RDB種に指定されている淡水魚類のうち，広島県内に生息するものとしては，絶滅危倶IA類に
スイゲンゼニタナゴR/10(I"Jsα"ぜ"""s s"ge71sisとアユモドキL妙加0"αC1"'",絶滅危倶IB類にス
ジシマドジョウ小型種Cり""s sp.2,イシドジョウCob"js“〃"sl 4871sis ,スナヤツメLe伽""87”
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7"ss"e",絶滅危倶Ⅱ類にアカザL”"g"Is 7"7"とメダカ07yzi(zs I""es,準絶滅危慎にオヤニラミ
Co花叩e"αル"り"1zel)q"とシロウオL"JcOps""" 'etefs",情報不足にイドミミズハゼLz"jO9りb"s
/)" """s,絶滅のおそれのある地域個体群にゴギsα"e"1"s j""o""7zis """"sの11種･亜種が挙げ
られている．

これら11種･亜種のうち，アユモドキ(内藤1982,比婆科学教育振興会1994)，スジシマドジヨ
ウ小型種（山陽型) Cobi"s sp2 subsp.1 (斉藤1984, 1989a, Saitoh and Aizawa l987,細谷2000) ,
スイゲンゼニタナゴ（笠原・松島1976，長田1 989d)については，本県内では芦田川にのみ分布
するとされているが，実際の採集記録をみると，アユモドキは1962年に芦田川水系で採集された
という1個体の標本が確認されただけで（内藤1982)，それ以外の記録はまったくなく，スジシ
マドジョウ小型種山陽型については1984年にSaitoh and Aizawa (1987)によって報告されて以降
の記録はなく，両種ともに現在生息しているかどうかは不明である．スイゲンゼニタナゴについ
ては，芦田川本流よりも支流や用水路（クリーク）を中心に生息しているが（平山・福島1987,
比婆科学教育振興会1994)，このような生息環境は人為的な影響を強く受けやすい不安定な環境
であるといえる．実際に，筆者が以前に本種を採集した何カ所かの用水路はその当時とは環境が
激変し（堆積していた土砂とともに水草・二枚貝類が除去された)，その後まったく姿がみられな
くなった．このようなことがその周辺で繰り返されたとすれば，絶滅への道を歩むことになった
のは当然のことといえよう．

スナヤツメについては，本県では1960年代には河川の中流域に比較的広く分布していたらしい
が（内藤ほか1 982,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995) ,現在では太田川・江の川水系
の上流域にみられる程度であり（平山1 988b,内藤・田村1 988,比婆科学教育振興会1994,水
岡ほか1995，内藤ほか2000)，おもに河川の本流よりも支流に生息しているようである．イシド
ジヨウは太田川・江の川両水系にのみ生息しており，いずれも河川形態がAa型からBb型（可児
1944）のところにみられる（内藤ほか1982,内藤1 985e,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか
1995,岩水2003)．両種ともにその分布は局地的であり，個体群の維持が心配される．
アカザ，メダカ，オヤニラミについては，都市部あるいは都市近郊部ではその姿をみることは

まれであるが，比較的自然の残っている流域をもつ河川には生息しているようである．アカザは
現在までに県内の9水系で記録されており（内藤1985f,平山・福島1987,平山1 993b,比婆科
学教育振興会1994，水岡ほか1995,岩水2003)，中・大規模河川の中・上流域に少ないながら
も生息しているようである．一方，メダカは河川規模にかかわらず18河川に生息していた（平山
1993b, 1994, 1995a, 1995b, 1997a, 1998,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995,内藤ほ
か2000) .特に島II蝋部では12島中9島でみられ（内藤ほか1982,内藤1985a, 1998,平山1 999a,
1999b, 2000, 2001a, 2001b,平山・久保2002) ,島I喚部に生息する淡水魚類のうちで最も広い分
布を示していたが，いずれも人為的影響を受けやすい小河川であるため(Hirayama and
Nakagoshi 2003) ,決して楽観できる状況ではない．オヤニラミは，江の川，太田川などの県内の
一級河川および，黒瀬川，沼田川から報告されており（内藤ほか1982，笠原1987，比婆科学教
育振興会1994,水岡ほか1995,平山1996b,岩水2003) ,規模（流路延長）の大きい河川に分
布している．そのうち，沼田川と黒瀬川に生息する個体は極めて少なく危機的状況であるといえ
るが，太田川や江の川では比較的安定して生息しているように思われる．
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中国山地に生息するゴギSα〃e"7"s j""""97"s ""I)""sについては，太田川の上流域に生息する
ものは人為的に移入されたものと考えられており，本県での自然分布は江の川水系に限られるよ
うである（比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995)．ゴギを取り巻く環境は厳しさの一途をた
どっているようで,放流されたイワナ（ヤマトイワナ)sα"e"7"Is Ie""""27"sとの亜種間雑種の問
題や，サツキマス（アマゴ)  o"coγ/りI"c""s ""soz"s"""""など放流されたサケ科魚類との競争な
どによる影響（水岡ほか1995)，さらに地域個体群を無視したような人工授精によるゴギ個体の
放流に伴う遺伝子攪乱の問題などが生じている．
シロウオについては，島喚部を含む瀬戸内海沿岸の河川に毎年遡上がみられるようである（内

藤ほか1982,比婆科学教育振興会1994,平山2001b,平山・中越2003, Hirayanla and Nakahoshi
2003)．太田川などでは水質汚染の影響で一時は激減し，本種を対象とした梁漁ができなかった
時期もあったが，近年では再び遡上がみられるようになり梁漁も再開されている（比婆科学教育
振興会1994)．最後にイドミミズハゼであるが，本県では「広島県の淡水魚」（比婆科学教育振興
会1994)のなかでその生息が初めて記載されたようである．レッドリストと同様に，本県におい
ても情報不足のために分布・生息状況などについては今後の詳細な調査・研究を待たねばならな
い．

環境省選定のRDB種と広島県版のRDB種（水岡ほか1995)とを比較すると，後者ではスイゲ
ンゼニタナゴ，アユモドキ，ゴギ，スナヤツメ，アカザ，メダカが絶滅危倶種（絶滅の危機に瀕
している種）に指定されているほか，サツキマス，サクラマス，サケ，カジカ，ゴクラクハゼの
5種・亜種も絶滅危倶種に指定されており，さらにオヤニラミが危急種（絶滅の危機が増大して
いる種）に，イシドジョウとスジシマドジョウが希少種（存続基盤が脆弱な種）にそれぞれ指定
されている．また，シロウオとイドミミズハゼについては広島県版RDB種には記載されていな
かったが，前者については前述のように指定するほどの個体数の減少が認められなかったためで
あり，後者については明らかな情報不足であると考えられる．このように，国と県では各種・亜
種に当てはめたカテゴリーの段階に一致しない点がみられるが，これは広島県という地域の特性
に起因したものであり，本県内における各種・亜種の生息状況に即した結果であるといえる．地
域ごとでRDB種に指定する種･亜種が異なることは当然のことであり，またそうであるからこそ
県などの地域単位でRDB種を設けることに意義があるともいえる．
しかしながら，地域の特性を充分に反映しているはずの本県のレッドデータブックにおいても

決して精度が高い調査が行われいるとは言い難く，広島県として独自にしかも継続的にデータを
集積するシステムをもっていないために専門家からの情報提供にすべて依存しているという現状
がある．地域の実情に即した有効な淡水魚類保護を行うためには，行政としての調査・研究体制
の確立と調査内容の一層の充実を図る必要がある．

とめるに当たり，適切なご助言を頂いた広島大学大学院国際協力研究科助教授の井
さらに広島大学大学院国際協力研究科中越研究室の学生諸氏に深く感謝の意を表す

辞

本研究をま
鷺裕司博士，
る．
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高原の自然史N""tzI HistO7@)' QfﾉWs/"- C""go" M@z"""7@s 9 : 1 1 1～121 (2004)

西中国山地におけるソウシチョウの生息状況

上野吉雄'）・荒木信2）・小柴正記3）・日比野政彦4）

l)広島県立原養護学校.2)荒木医院．3)広島市水道局.4)安田女子大学

Notes on the Red-billed Leiothrix, Lejoｵﾉｶγj〃／"ｵe(z, in Nishi-Chugoku Mountains

Yoshio UENo ' ) , Makoto ARAKI 2 )  Masaki KosHIBA 3 ) and Masahiko HIBINo 4 )

' )Hara Schoool for Disadvantaged Childl･en, 73-1 Hara, Hatsukaichi 738-0031,
2 )Araki Clinic, 2-10-19 Yokogawa, Nishi-ku, Hiroshima 7330011

3 )Bureau o[ Waterworks, Hiroshima City, 9-32 Motomachi,Naka.ku, Hiroshinla 730-0011 and
4 ) Yasuda Women's Univel･sity. 6-13-1 Yasuhigashi, Asaminamiku, Hiroshima 731-0153

Abstract : The Red.b i l led Le iothr ix , Le io" "〃〃"" , was found for the first t ime in N ish i -Chugoku

Mountains in the Jippo pass, Hatsukaichi city, Hiroshima Pref" on August 2002・In the next year, it
was found in Mt. Jippo, Mt. Garyll, and Mt. Osorakan and around the Tateiwa dam. 1n 2003, 79
individuals were captured and banded. The habitats of Redbilled Leiothrix were recorded mamly m
the broadleaved forest with S(zs(z tsMboi"" on the forest [loor, at an altitude above 900m.

◎2004 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved.

は じ め に

ソウシチョウLeio""" 11""は中国南部，ベトナム北部，ミャンマー北部，インド・アッサム地

方，ヒマラヤ西部などに分布するチメドリ科の鳥である．国内には飼い烏として輸入され，飼育
されていた．それらの中で逃げ出したものが野外に定着して自然林で増加している．本州では六
甲山系,生駒山系,大台ヶ原,丹沢山系,秩父山系,筑波山などで繁殖しており，九州では1 ,000m
を超える山系のほとんどで繁殖している（日本生態学会2002) .
外来鳥類の増加による在来野生鳥類への影響としては，遺伝子汚染，病気の媒介，競争，補食

による在来種の排除などが懸念されている（東條1996) .また，ソウシチョウなどの鳥類移入へ
の対処についても議論されている（江口・天野1999)．九州のえびの高原ではソウシチヨウとウ
グイスCe""岬"0〃eが同じスズタケS"""0"" bO7""s群落内で繁殖している．ソウシチョウの
繁殖個体の増加により，カケスGα"抑"4s gj(z""γ伽sやヘビなどの捕食者の移入を促進し，その結
果ウグイスの繁殖成功率の減少をもたらしたことが示唆されている(Amano and Eguchi 2002) .
また，外来鳥類による新たな寄生虫症の発生は，在来野生鳥類に対し深刻な影響を及ぼすことが
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懸念されており，ソウシチヨウの寄生虫の調査が行われている（吉野ほか2003)．

広島県内におけるソウシチヨウの生息はこれまでに，比婆郡比和町吾妻山で200 1年7月（飯田
知彦氏 私信）と2003年10月26日（酒井洋子氏 私信）に確認されている．また，広島市牛田山
で2001年9月に確認されている（飯田知彦氏 私信)．西中国山地におけるソウシチヨウの記録
はこれまで報告されていなかったが，今回の調査で4ヶ所での生息を確認したので報告する．

広島県西部から北西部にかけては吉和冠山(1 ,339m) ,広高山(1 ,271m) ,十方山(1,318.9m) ,

恐羅漢山(1,346.4m),臥竜山(1,223.4m),掛頭山(1,126.1m),天狗石山(1 ,191.8m),阿
佐山(1 ,218.2m)などの1,000m級の山々が連なり，西中国山地を形成している（図1).調査範
囲は西中国山地に属する吉和冠山，広高山，十方山，恐羅漢山，聖山，臥竜山，大佐山，掛頭山，
雲月山，天狗石山，阿佐山，深入山などの1 ､000m級の山である．

ソウシチョウの生息調査は2002年8月30日から2003年12月7日までの間に，冬季をのぞいて週
1回の間隔で行った．ソウシチョウの確認は，目視，さえずりの聞き取り，標識調査での捕獲に
より行った．捕獲はカスミ網（24メッシュ）を用いて行った．ソウシチョウが水浴びをしにくる
と思われる渓流や，移動経路として利用している林道などにカスミ網を張って待機した．捕獲さ
れた個体については性，年齢や繁殖状態を調べ，外部形態を測定した後，環境省の鳥類標識用の
足環を装着して放鳥した．野外での観察は双眼鏡（8倍）によって行った．

1．生息状況

廿日市市十方山林道の調査地では，2002年には8月30日に2羽を目視確認した．9月7日には
2ケ所でそれぞれ2羽ずつ目視確認した．11月3日には生息を確認できなかった2003年には
5月18日の調査では確認できなかったが,6月1日に十方山林道の下山橋付近で2羽を確認した．
6月8日に下山橋付近で標識調査により雌雄各1羽を捕獲した．雌には抱卵班が確認された．ま
た，この周辺では3個体のさえずりを確認した．8月15日に下山橋から西へ約200 mの地点でつ
がいと巣立ち雛を確認した．10月4日に下山橋付近で大きな群れが見られ，標識調査で49羽を捕
獲し足環を装着した．この群れにはカスミ網にかからなかった個体もふくまれているので，少な
くとも50羽以上の群れであった．この群れはミズキCo""s cO70j7'ofjg7ざαの果実を採食していた.10
月19日に下山橋付近で標識調査を行い21羽を捕獲した．うち,6羽は10月4日に標識した個体で
あり,15羽は未標識個体であった.11月8日に下山橋付近で標識調査を行い4羽の未標識個体を
捕獲し，標識した．
11月16日および11月22日の調査では生息を確認できなかった．

調査地の概要

調 査 方 法

調 査 結 果
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● ソウシチョウの確認地点
廿日市市十方山林道
廿日市市十方山
山県郡戸河内町恐羅漢山
山県郡芸北町臥竜山
廿日市市立岩ダム湖畔

国土地理院発行の20万分の1地勢図（広島）をもとに作製

図1 調査地の概要

- 1 1 3 -

alllEL

1：200，000
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ 1
0 5

司IIF

■ ■

1 0km

Ｎ
４

１
 
２
 
３
 
４
 
５



廿日市市十方山山頂の生息地では，2003年11月1日に北側斜面の標高約1,300mの地点でさえ
ずりを確認した．

廿日市市立岩ダムの生息地では，2003年11月24日に立岩ダムの西側湖岸の標高約520 mの地点
で10羽前後の群れを確認した.11月29日に同一地点で標識調査で9羽を捕獲し，標識した.12月
7日に同一地点で3羽を再捕獲した．

山県郡戸河内町恐羅漢山の生息地では，2003年8月3日に北側斜面の標高約1 ,100mと約
1 ,200mの2地点でそれぞれさえずりを確認した.10月5日に北側斜面の標高約1, 100mの地点で
さえずりを確認し，標高約975 mの地点で10羽前後の群れを確認した．
山県郡芸北町臥竜山の生息地では，2003年8月15日に北側斜面の標高約1,100mの地点で3羽

を標識調査で捕獲した．

2．生息地の環境

廿日市市十方山林道の生息地は標高約880 mの地点（図1の1)で，高木層としてミズナラ
Q"97℃"s 77107zgo"",サワグルミP""c""γ加加"αなどが見られ，亜高木層としてチドリノキA ce7
cαγ”’加"秘サル，アサガラPtg7りs砂m" cO7y"zbosaなどが見られ，低木層としてイブキザサsasα
'S"伽i"1αが繁茂している渓畔林である（図版1-A．B).
廿日市市十方山山頂の生息地は，北側斜面の標高約1 ,300mの地点（図lの2)で，高木層とし

てブナRZ邸↓Sc"'"加が見られ，低木層としてサワフタギSj'""/ocos c"7'27'sisが見られ，イブキザ
サが繁茂している（図版2-A･ B).
廿日市市立岩ダムの生息地は，立岩ダムの西側湖畔の標高約520 mの地点で，高木層としてコナ

ラQ"e""s se""αやスギC7"""""""o"caなどが見られ，低木層ではヤダケPse"os"""07"c(I
が繁茂している

山県郡戸河内町恐羅漢山の生息地は，北側斜面の標高約1 ,100mと1,200mの地点（図1の3)
である．高木層としてブナやトチノキA csc""s "7'6"z"αなどが見られ，低木層ではサワフタギ
Sy"ゆlocos c"7121@sjsが見られ，イブキザサが繁茂している（図版2-C･ D).
山県郡芸北町臥竜山の生息地は，北側斜面の標高約1,100mの地点（図1の4)で，高木・亜高

木層ではブナやトチノキなどが見られ，低木層ではクロモジL伽dem 2""I)g""eやオオカメノキ
w仇"ｿz"""伽℃"""などが見られ，草本層ではオクノカンスゲC"" Jb"osiss""やコバノフユイ
チゴR" "sﾒ)" "7ze""sなどが見られる（図版3-A･ B) .

九州におけるソウシチョウの生息環境は，スズタケS""11071" I)01F(z"sの繁茂する標高1 ,000m
以上の落葉広葉樹林である（日本生態学会2002)．また，茨城県筑波山の生息環境も林床にスズ
タケが密生する落葉広葉樹林である（東條・中村1999)．スズタケは広島県内では，ソウシチヨ
ウがみられる標高の高い中国山地脊梁部には分布しない(竹田1995) .十方山林道,十方山山頂，
恐羅漢山の生息地はいずれも林床にイブキザサが繁茂する落葉広葉樹林であり，標高は880 mか
ら1 ,300mであった．また，十方山林道から東へ約2.5km離れた内黒峠でも2003年9月に確認され

察考
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ているが（吉見良一氏 私信)，ここも林床にイブキザサが繁茂する落葉広葉樹林である．臥竜山
の生息地の林床はクロモジやオオカメノキがみられ，ササ類は生育していない．臥竜山では標識
調査で確認されただけで，その後の確認がされていないので，移動途中の個体と考えられる．た
だし，臥竜山の南側斜面にはチマキザサsasα“""α"が繁茂しており，ここで繁殖している可能
性がある．

繁殖については巣立ち雛を十方林道で確認しただけで，巣はまだ確認されていない．繁殖期に
はつがいでなわばりをかまえて分散しており,今のところ密度が低いので巣の発見が難しかった．
生息確認も繁殖期は分散しているうえ，姿もあまり見せないので難しいが，さえずりを手がかり
に生息を確認することができる．

10月初旬ころからは数羽から50羽以上の群れをつくり，にぎやかにさえずりながら行動するの
で,生息を確認するにはこの時期が適している．ソウシチョウはアオハダ〃" ""c7"0",ミズキ，
オオカメノキW"""" """""などの果実を食べることが報告されている（東條・中村1999) .
十方林道の生息地は落葉広葉樹からなる渓畔林が発達しており，ミズキ，ツルウメモドキ

Cgﾉ“""s O7'bic"""s,アオハダなどの果実をつける樹種が多く，餌資源も豊富である.10月初旬
からミズキの多い場所に執着し，約1ヶ月にわたって果実を採食している群れを確認することが
できた．しかし，11月中旬になるとソウシチョウの生息が確認できなくなった．
一方，11月24日に廿日市市立岩ダム湖畔で10羽の群れを確認したことから,11月下旬になると

標高の低い温暖な地域に移動することが考えられた．

西中国山地とならんでブナ林が発達している備北山地でのソウシチヨウの生息は吾妻山で確認
されている．吾妻山をはじめとして，比婆山，大万木山，猫山などの備北山地にはイブキザサが
分布しており（竹田1995)，今後これらの地域でソウシチョウが確認される可能性がある．
九州の森林においては下層部利用種が少なく，ソウシチョウと競合する有力種がいないことが

ソウシチョウの定着増加をもたらしたと考えられている（江口・増田1994)．西中国山地におい
ても，森林の下層部利用種はウグイスくらいなので，今後も広範に定着増加する可能性があり，
引き続き観察してゆく必要がある．

本調査を行うにあたり，ササ類の同定をしていただいた毘沙門台小学校の斉藤隆登氏，調査等
にご協力いただいた修道学園の寺山美穂子氏，広島県衛生研究所の島津幸枝氏，広島フィールド
ミュージアムの木村幸子氏，木村路子氏の方々にこの場を借りて厚くお礼申し上げる．また，ソ
ウシチョウに関する情報を快く提供していただいた，日本野鳥の会の山本裕氏，吉見良一氏，

酒井洋子氏，広島クマタカ研究会の飯田知彦博士にお礼申し上げる．

12002年8月に廿日市市十方山林道において，ソウシチョウの生息を西中国山地で初めて確認
した．
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A :生息環境の林床部

B : 生 息 環 境
C :生息環境の林床部
D : 生 息 環 境
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高原の自然史M1 ""tzI Hisjひ7γQ/jWsﾉ"Cﾉ"go"" Mり‘"“伽s9 : 123～145 (2004)

広島県加計町温井ダム流入支川における
カワネズミの生息の確認と捕獲法

桑原 一司1)，松田 賢2)，小倉 久和2)，岩水 正志3）

')広島市安佐動物公園，2)パシフイックコンサルタンツ株式会社，
3)水産環境研究所広島支所

Confirmation of Habitat and Trapping of the Japanese Water-shrew, C/伽z(z7･1･0gqje
p/a駅eP/jqjq, at Tributaries of the Nukui Dam in Kake-cho, Hiroshima Prefecture

Kazushi KuwABARA ' ) , Satoshi MATSuDA 2 ) , Hisakazu OGuRA 2 ) and Masashi lwAMIzu 3 )

’ﾉHiroshima City Asa Zoological Park, Asa-cho, Asakitaku, Hiroshinla 731-3355,
2 ) Pacific Consultants Co,Ltd., 4-3-24, Nishinakajima, Yodogawa-ku, Osaka 532-0011 and

3 ) Laboratorv for Fisheries Environment and Pisciculture Hiroshima Branch. Miyoshi 728-0014

Abstract: The occul･rence of C/1"1""りg"le ""c""" was studied at the branches of the Nukui dam
and a total of ll individuals were captured at Onigo, Inoshiyama, Ushironukui and Konukui rivers.

C"""(IWog(z Ie〃α"c"ﾉ”ﾉais liSted in the Red Data Book, Hiroshima, as a Vulnerable Species. The
population around the Nukui dam has been present in recent years as well as one in the north al･ea of
Mt. Gal･yu in Geihoku. 18.4% of type l traps, which have shelter and function as live traps resulted in

captures. Of these captured indivlduals 42.9% were alive.
◎2004 Geihoku-cho Board of Education, All rights reserved.

は じ め に

温井ダムは，太田川の支流滝山川に建設された高さ156 mのアーチ式コンクリートダムで,湛水
により平常時で加計町および戸河内町にわたる面積約1.1k㎡の湖が出現した．建設省（現国土交
通省）は滝山峡の実相と文化を記録に残すために1981年～1982年に滝山峡総合学術調査を実施し
た．またダム建設による影響を調べるために試験湛水直前の1998年～1999年に温井ダム環境調査
を実施，さらに試験湛水中の2001年と試験湛水後の2003年にモニタリング調査を行った．今回の
カワネズミの生息調査は環境調査ならびにモニタリング調査の一環として1 998年から2003年にか
けて実施したものである．上流部の河川生態系の最高次に位置するカワネズミは「広島県の絶滅
のおそれのある野生生物レツドデーターブックひろしま」（広島県1 995)による危急種で，良好
な自然河川の指標としても重要な種である．温井ダム流入支川におけるカワネズミの生息分布の
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状況を把握することを目的として本調査を実施した．なお，カワネズミの捕獲については広島県
の鳥獣捕獲許可第00089号を得て実施している．

温井ダムは太田川の支流滝山川の標高245 mから385 mに位置し,最大幅約600m,流呈長約6 kln,
常時満水深110 mのダム湖を形成している．このダム湖に流入する滝山川の主要な6支川を選び，
調査区を設けてカワネズミの生息を調べた．調査対象とした支川は上流から順に猪山川（左岸)，
洗川（左岸)，大箒川（右岸)，後温井川（右岸)，鬼後川（左岸)，小温井川（右岸）である．各
対象支川と調査区の概要は次のとおりである．
猪山川は標高400 m～550 mに位置し，下流部で川幅2m,流呈1700m ,平均斜度8.8%の川で，

上中流部は緩傾斜の集落・耕作地の中を流れ，下流部は急傾斜の渓流となって渓畔林の中を流下
して滝となって滝山川に合流する．中流部の標高460 m～500 mに位置する延長420 mの区間で調
査した．

洗川は標高380 m～520 mに位置し，下流部で川lli副.5m,流呈660m ,平均斜度21 .2%の急傾斜
の小渓流である．上中流部はスギ，ヒノキの植林の中を流れ，下流部は渓畔林の中を急流する．
中流部の標高430 m～470 mに位置する延長230 mの区間で調査した．
大箒川は標高350 m～780 mに位置し，下流部の川lll52. 5111,流呈1600 m ,平均斜度26.9%の急渓

流で，落葉広葉樹の中を渓畔林を伴いながら流れ下り滝山川に合流する．中流部の標高490 m
̅580mに位置する延長280 mの区間で調査した．

後温井川は標高290 m～700 mに位置し，下流部の川幅3m,流呈2200 m ,平均斜度18.6%の渓
流で，上流部は渓畔林を伴う落葉広葉樹林の中を流れ，中・下流部は移転集落地の外縁を水路と
なって流れている．上流部の標高470 m～510 mに位置する延長220 mの区間で調査した
鬼後川は標高290 m～610 mに位置し，下流部で川ll'33 m,流呈2300 m ,平均斜度13.9%のやや

緩やかな渓流で，上流部では一部植林地の中を流れるが，全般に落葉広葉樹林の中を渓畔林を伴
いながら流れ下る自然度の高い川である．中流部の標高480 m～560 mに位置する延長500 mの区
間で調査した．

小温井川は標高290 m～700 mに位置し，下流部の川幅4m,流呈2500 m ,平均斜度16.4%の川
で，上流部は落葉広葉樹林や植林地の中を流れ，中・下流部は移転集落地の周縁部を人工河川と
なって流れる．標高400 m～430 mに位置する2本の支流の合わせた延長300 mの区間で調査した

生息確認調査はダム湛水直前の1 998年5月～9月と湛水中の2001年6月～7月と湛水後の2003
年8月～10月の三期に分けて実施した．各対象河川の調査日は次のとおりである．
猪山川

1998年9月8日～9月11日, 2001年6月7日～6月9日･7月18日～7月19日, 2003年8月
25日～8月28日

調 査 地

調 査 期 間
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洗川

2001年6月10日～6月12日・7月18日～7月19日
大箒川

1998年9月16日，2001年6月10日～6月12日・7月18日～7月19日
後温井川

1998年5月27日～5月30日，2001年6月10日～6月12日，2003年10月30日～10月31日
鬼後川

1998年5月21日～5月23日, 2001年6月7日～6月9日, 2003年8月25日～8月30日･9月
18日～9月19日･10月30日～10月31日

小温井川

1998年6月3日～6月6日，2001年6月7日～6月9日・7月18日～7月19日, 2003年8月
25日～8月30日・9月18日～9月19日・10月30日～10月31日

各支川の環境調査については各々の調査時に行い，河床状況などの調査は2004年1月15日と1
月19日に実施した．

捕獲による確認調査を行った．カワネズミの生息数が多くないことを考慮し，生存捕獲を基本
として捕獲器1，捕獲器2の2種類の捕獲器を自作し使用した．いずれの捕狸器も，カワネズミ
が渓流を下りながら採餌する習性を利用して，水の落ち口でカワネズミを水とともに受けるザル
状の構造を基本とした．捕獲器1，2の構造は次のとおりである．
1．捕獲器1（箱ワナ）の構造

市販のポリエチレン製の方形プランター（花鉢）をベースにして，一部に加工を施した．プラ
ンターの大きさは，外形75cm×42cIn×高さ30cmで，プランターの内壁は滑らかで全くひっかかり
がなく立ち上がり角度約85度で垂直に近い．プランターの底を8ケ所, 10cm×9cmの大きさに切
り抜き内側から方形7mm目のステンレス金網を張って水が抜ける構造とした．また，プランター
内の三分の一のところにベニヤ合板で仕切りをして，仕切板の上に少し被さるように天井板を取
り付けて小室とし，仕切り板の一部に6cm×6cmの角穴を設けて小室への通路として，捕獲され
たカワネズミが生存するための避難室を作った．避難室の中には水没から逃れるための棚を設け
た．仕切板の通路は開閉ができる構造とし，天井板には22cI''×1 5cmの蓋付き取り出し口を設け，
捕獲後の個体の確保に利便を図った（図版1-B) .捕獲器1は2個作成した．
2．捕獲器2（ポットワナ）の構造
市販のポリエチレン製の深花鉢（ポット）をベースにして加工を施した．ポットの大きさは口

部内径32cm ,底部内径24c,n ,高さ36c,I'で，内壁は滑らかで全くひっかかりはない．ポットの底を
切り抜き，ステンレス製の1 2n,n'目の亀甲金網を張ってザル職造とした．底から6cmのところに直
径4.5cmの丸穴を開け，内径4. 5cn,,長さ20cmのビニール製蛇腹ホースを取り付け，蛇腹ホースの
もう一端に20cm×1 5cm×高さ17cmの大きさで密着脱性の蓋をもつ半透明ポリエチレン製市販タッ
パを接続して，カワネズミの避難室を作った．蛇腹ホース並びに避難室タッパは携行性を考盧し

調 査 方 法
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て組み立て式とし，使用時に接続して使用した．避難室タッパはポットの上部にガムテープで貼
り付けて固定した（図版1-c) .捕獲器2は10個製作した．
捕獲器1，2を渓流の落ち込みに水を受ける形に設置し，ロープで固定した（図版1-D,E)捕

獲したカワネズミが餓死しないように，捕獲器の中に生きたカワムツあるいは冷凍のキビナゴな
どを数匹入れた．また，避難室に草や落ち葉を入れて潜り込めるようにした．設置した捕獲器は
間に1～2度の点検を行い24時間後に回収することとし，それを調査単位1回とした．

1．カワネズミの捕獲状況

1998年から2003年までの期間に対象6支川において延べ123回の捕猿調査を行い，鬼後川，猪山
川，後温井川，小温井川の4支流において合計ll頭を捕獲して，これらの温井ダム流入支川にお
けるカワネズミの生息を確認した（表1，表2） その中でも鬼後川では6頭,猪山川では3頭が
捕獲され，両支川ともに複数年度にわたって捕獲され，安定した生息状況を示していた．一方，
後温井川と小温井川では，各1頭ずつの捕獲であり，少数が生息する河川であることを示してい
た．洗川と大箒川では捕獲がなく，生息は確認できなかった．
各支川における調査回数,捕狸数,捕准率は次のとおりである（表2)．鬼後川では33回の調査

を行い，6頭を捕獲，捕獲率は18.2%であった．猪山川では23回の調査を行い,3頭を捕獲 捕

表1 カワネズミ捕獲状況一覧
捕獲時の状態 捕獲器

捕獲個体番号
No.5, 6. 9

N o . 8

No.1 ,2 ,3 .7 ,10 ,11

No . 4

捕獲支川
鬼後川
鬼後川
鬼後川
小温井川
猪山川
猪山川
鬼後川
後温井川
猪山川
鬼後川
鬼後川

調 査 回 数 捕獲数
13.0

0

0

7．1

18．2

2．9

8．9

個体番号 捕獲日

猪山川
洗川
大箒川
後温井川
鬼後川
小温井川

表2 支川別捕狸状況
捕獲率(％）
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調 査 結 果

1 998年5月22日
1998年5月23日
1998年5月23日
1998年6月4日
1998年9月9日
1998年9月10日
2001年6月8日
200 1年6月11日
2003年8月28日
2003年10月31日
2003年10月31日

支 川 名
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１
１
１
１
１
１
２
１
２
２
２
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器
 
器
 
器
 
器
 
器
 
器
 
器
 
器
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獲
 
獲
 
獲
 
獲
 
獲
 
猿
 
獲
 
獲
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捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕
 
捕

死
 
死
 
死
 
生
 
生
 
生
 
生
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死
 
死
 
死

１
 
２
 
３
 
４
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３
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１
６
１
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９
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獲率は13.0％であった．後温井川では14:回の調査を行い，1頭を捕獲，捕獲率は7.1%であった．
小温井川は34回の調査を行い，1頭を捕獲,捕獲率は2.9％であった．洗川と大箒川はそれぞれ9
回，10回の調査を行ったが捕獲はなかった．
湛水前の1998年と湛水中の200 1年と湛水後の2003年の3期に分けて実施した各調査期における

カワネズミの捕獲数と捕獲率は次のとおりである．1998年は24回の調査を行い6頭を捕獲，捕獲
率は25.0％であった. 2001年は43回の調査を行い2頭を捕獲，捕獲率は4.7%であった．2003年
は56回の調査を行い3頭を捕獲，捕獲率は5.4％であった．
2．捕獲個体

捕獲個体11頭のうちの9頭について休部の計測をした（表3)．残りの2頭については，1頭が
飼育中の食害により，もう1頭が標本の紛失により計測できなかった．

9頭の計測値は，頭胴長87 . 4mm～115.5mm (平均値102. 1mm) ,尾長85 . 0mm～111.6mm  (平均値
95.2mm) ,後足長23 . 0mm～25.8mm  (平均値24.4m) ,体重26.6 9～52.79(平均値36.09)であっ
た．

性の確認は解剖による3頭のみで，すべて雌であった、なお，標本は，生存捕獲後に放逐した
1頭と2001年の芸予地震により紛失した2個体を除く8頭を著者らが保存している．
3 捕 獲 器 の 効 果

この調査では捕獲器1（箱ワナ)，捕獲器2（ポットワナ）の2種類の捕獲器を製作し使用した．
それぞれの捕獲器の調査回数,捕獲数，捕獲率は次のとおりである（表4)．捕獲器1は，38回の
調査を行い7頭を捕獲，捕獲率は18.4%であった．捕獲器2は85回の調査を行い4頭を捕獲，捕
獲率は4.7％であった．

また，それぞれの捕獲器の生存率は，捕獲器1では7頭中3頭が生存捕獲で生存率は42.9％，

表3 捕穫個体の計測値
個体番号頭胴長(mm) 尾長(mm)後肢長(mm) 体重(9)

100 .0

97．0

91．0

103 .0

100 .0

8 7 . 4

119 .0

115 .5

105 .9

24．0

24．0

23．0

31．5

30．0

37．5

30．0

35．0

44．0

52．7

36．5

26．6

36．0

88．0

88．0

85．0

102．1

調 査 回 数 捕 穫 数
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生存率(％）
捕獲器1
捕狸器2

表4捕獲器1，捕獲器2の捕独率と生存率
捕 狸 率 ( ％ ） 生 存 数

平 均 値

捕 狸 器

性 標本

18．4

4．7

3

1
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捕獲器2では4頭中1頭が生存捕獲で生存率は25.0％であった．

捕獲器の避難室の利用状態は次のとおりである．捕獲器1では捕獲された7頭全てが避難室内
に入れられた草の中に潜った状態で発見され，そのうちの3頭が生体で回収された．捕獲器2で
は捕狸された4頭のうちの1頭が避難室内で生体で発見されたが，他の3頭は捕狸器外で死体で
発見され避難室を使用した形跡がなかった．

捕獲器内に餌として入れたカワムツ生魚並びに冷凍キビナゴの摂餌状況は次のとおりである．
捕獲器1では捕獲7頭のうちの初期の3例については捕獲器内に餌を入れてなかったためか生存
個体はなかったが，その後の4例についてはいずれも餌のカワムツを捕食しており3例が生存し
ていた．捕獲器2については冷凍キビナゴの摂餌状態についての記録を欠いた．
4．調査地の環境

調査地（一部は生息地）の河川並びに川辺の環境は次のとおりである（図版3-ABCD,図版
4-AB) .

6頭を捕獲した鬼後川の調査地は，川幅1～2m,瀬の水深は1 5cm前後，渕の水深は30～50cn'
で，2～4mおきに落ち込みと淵をくりかえす典型的なAa型渓流である．川岸や川中には岩が
積み重なっているが浮石は少なく，川底は花崗岩の礫でその間を真砂が埋めている．岩の多くに
コケが着生し，各所にセキシヨウが生えている．川辺の植生は，高木層にスギ，アサガラ，中低
木層にヤブツバキ，シロダモ，イヌガヤが多い．川中と川辺の動物ではアマゴ，オニヤンマ幼虫，
サナエトンボ幼虫，ヒキガエルが見られた．

3頭を捕獲した猪山川の調査地は，川が高地の集落・耕作地の中を下刻により3～10mの深い
溝になって流れている．川'l'畠は約1.5m,瀬の水深1 5cm前後で,調査地の上部域では緩やかに流れ，
下部域では高さ50cmほどの落ち込みと水深50cmほどの淵を繰り返す．川中や川岸には岩があり，
浮石は少なく，岩の上や岩の間にはコケやセキショウが着生している．川辺の植生は，一部にス
ギ，ヒノキの植林があるが，大部分は上空が開けておIﾌ，川岸にはウツギ，チャノキ，ノイバラ，
チュウゴクザサ，イノモトソウなどが見られる．水生動物ではタカハヤ，カワムツ，サワガニが
見られた．

1頭を捕獲した後温井川の調査地は，川幅1.5m,水深10～15cm, 2～5mおきに落ち込みと淵
を繰り返すAa型の渓流である．調査地上部は岩が散在し,1～2mの滝が数ケ所ある．調査地
下部は伐開地の幼若林の中を流れ，転石や浮石が多く，コケを生じている岩が少ない．川辺の植
生は上部ではスギ，トチノキ，ケヤキ，アカシデ，アサガラ，オニイタヤなどで，下部の伐開地
では，アサガラ，ヌルデ，アカメガシワ，ノリウツギ，コウヤミズキなどが見られた．水生動物
ではアマゴ，サワガニ，サナエトンボ幼虫，タゴガエルが見られた．

1頭を捕獲した小温井川の調査地は小温井川の小支流で,流呈も短く川1幅は約1m,水深約10cnl
で，5～10mおきに小さい落ち込みと渕を繰り返す渓流である．調査地の中ほどの川岸に長さ20
mほどのワサビ田跡がある．川岸は黒い土で小岩が散在しているが，川中にはコケのついてない

転石も多い．川辺の植生は，トチノキ，スギの疎林で，林床にミツマタとリョウメンシダが多い．
水生動物ではサワガニ，コオニヤンマの幼虫，川辺にはアカネズミ，スミスネズミ，タゴガエル，
コベソマイマイが見られた．

今回捕獲のなかった大箒川の調査地は,川幅1.5～3m,水深約15cIn ,大岩が重なり転石が多<,
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1～4mの滝と渕が連続する急渓流である．調査地の中央を林道が横切り，取水設備が作られて
いる．川辺の植生は，ケヤキ，イヌブナ，ミズナラ，アサダ，オニイタヤ，アサガラなどで構成
される落葉広葉樹の渓畔林である．水生動物ではサワガニ，サナエトンボ幼虫，ミヤマカワトン
ボ幼虫，川辺にはプチサンショウウオが見られた．

今回捕獲のなかった洗川の調査地は，川幅約1m,水深約1 0cmの川で，調査地の上部はスギの
植林地の中を流れる緩やかな渓流，下部は渓畔林の中を流れる転石の多い急渓流である．川辺の
植生は，上部のスギ植林地の下ぱえにはウラジロガシ，クロモジ，ナワシログミ，リョウメンシ
ダなどがあり，下部の渓畔林にはミズナラ，ケヤキ，アカシデ，アサダ，アワブキ，ミズキ，ア
サガラなどが見られた．水生動物ではサワガニ，サナエトンボ幼虫が見られた．

1．広島県内におけるカワネズミの分布

広島県におけるカワネズミは，1950年～1960年代には比和町（藤原1958)や芸北町（上野ほか
1 996)を中心に県内の河川上流部に広く分布していたが,生息環境の悪化により生息地が消滅し，
現在は，比婆郡一帯，芸北町，戸河内町，吉和村，佐伯町において生息の情報があるのみの種と
して広島県レッドデーターブツク（広島県1995）の危急種に挙げられている．研究者による最近
の確認事例は，吉和村（広島哺乳類談話会2000)，芸北町（上野ほか1996) ,広島市安佐北区安
佐町(広島市2000）などわずかであり，県内におけるカワネズミの生息状況は不詳である．この
度，著者らは加計町および戸河内町の温井ダム湖に流入する滝山川の4支川において11個体を捕
獲し，鬼後川，猪山川，後温井川，小温井川における生息を確認した．これは近年の広島県内に
おいては上野ほか（1996）による芸北町臥竜山北側斜面の渓流に次ぐ，まとまりのある生息地の
確認である．

2．温井地区6支川におけるカワネズミの生息条件
阿部（2003）によると，カワネズミはAa型河川からBb型河川に至るまで，また標高1400 m

の高地から100 mの低地にまで広く分布しており，生息の範囲が広い このことは，小原(1999)
による青森県内の報告でも同様で，内陸部の渓流から海岸近くの小河川にまで生息が確認されて
いる．また，湯川（藤原）による1950年代の記述に見られるように，カワネズミは人家のそばを
流れる小川や小溝や比和町内のほとんどの川や谷に生息していた(藤原1958,1959,湯川1968) .
このように本来カワネズミはさまざまな環境の川に広く生息している生物である．この度，温井
ダム周辺の4河川で相次いで生息が確認されたことは，かつてカワネズミがどの谷川にも生息し
ていたとされる状況が温井に残っていることを示している．この地域は滝山峡と呼ばれる急峻な
断層谷とその上に続く小さな平坦面からなり，多くがコナラ，ミズナラ，アカマツなどの二次林
地ではあるものの，その後に人手のあまり加わっていない自然が残されたことによりカワネズミ
の生息地が残ったものと思われる．

今回の調査でカワネズミの生息が確認されたのは鬼後川，猪山川，後温井川，小温井川の4支
川であるが，捕獲数はそれぞれ，6頭，3頭，1頭，1頭と支川間に差があった．鬼後川と猪山
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川では複数にわたる各調査時にいずれも捕獲確認されており，生息密度が高い安定した生息地と
いえる．後温井川，小温井川はそれぞれ1度の確認があるだけで，生息密度が低い不安定な生息
地であると思われる鬼後川と猪山川はともにAa型河川であるが，河川周辺の環境が全く異
なっている．鬼後川はスギやアサガラが上空をおおう自然林の中を流れる渓流であるが，猪山川
は集落・耕作地の中を流れる開けた渓流である．両河川の共通点は水量が多いこと，河川勾配が
それぞれ13.9％，8．8％と比較的緩やかなこと，転石が少なくコケやセキシヨウが生えるなど河床
の安定性が見られることである．1個体の捕獲にとどまっている後温井川と小温井川について
は，両支川ともに川の中下部域が人工流路になっており，また，大きな砂防堰堤があるなど人為
的改変が大きいことが共通している．人為的改変や撹乱がカワネズミ絶滅の主因になっていると
の阿部（2003）の指摘とよく一致している．今回の調査で捕獲確認ができなかった大箒川と洗川
は人為的改変がほとんどない自然度の高い川なので，今後も調査区の位置を変えるなどして確認
調査を継続させる必要がある．ただ，両支川は河川勾配がそれぞれ26.9％，21．2％の急渓流であ
ることが鬼後川や猪山川と異なる点である．

3．捕獲器の効果
カワネズミの捕獲器については阿部（1992）や子安（1998）に総説されているように，生け捕

り用としてはシャーマントラップ，ネズミカゴ，捕殺用としてはサンショウウオ用のムジリ，大
型ハジキワナ，網付円筒などが知られる．今回，著者らは生け捕りを前提とする2種類の捕獲器
を製作して使用した．捕獲器1（箱ワナ)，捕獲器2（ポットワナ）ともに，餌を探しながら流下
するカワネズミ（今泉1990）を水とともに受けて取る形式のワナで，上野（私信）に習い両器と
もに捕獲されたカワネズミが生存できるように避難室を設けていることが特徴である．設置して
24時間後に回収することを1回の調査単位として，捕獲器1は捕獲率18.4％と効率的であり，捕
獲器2は，捕獲率4.7％とやや低率であったが,捕獲器2は捕獲器1に比較して底の水抜け部の面
積が小さく，ゴミが蓄積して水があふれるなどの不備があったためと思われる．阿部（2003）の
大型ハジキワナによる捕獲率は明示されていないが,ワナ列の平均ワナ数を17前後と仮定すれば，
著者らの捕獲方法は大型ハジキワナと同等に有効であると考えられる．
捕獲器1と捕獲器2の生存捕獲率は，捕獲器1が42.9％，捕獲器2が25.0％であった．生存捕

獲個体はいずれも避難室の草の中に潜った状態で発見されており，避難室を設けることが生け獲
りには有効であったといえる．捕獲器1で死亡捕獲された4個体のうちの3個体は初期の捕獲例
で，餌のカワムッを入れておかなかったための餓死であったと考えられる．生きたカワムツを餌
として入れておいた場合は，生存捕獲例のすべてでカワムツが食べられており，餌を入れておく
ことが生存捕獲のためのもう一つの条件であると言える．
捕獲器2の生存率が低かったのは，底面の水抜け部分の面積が少なくて，ごみがかかり，避難

室への入り口が水没して避難できにくくなったための水死と思われた．捕獲器2は生け捕り用と
しては不十分であるが，分解組み立て式であるため携行性に優れている点では実用的である．そ
の他，捕獲器1は深さが30cmであったが，捕獲器の設置状態が斜めになった時にはワナに入った
カワネズミが跳躍し脱出する可能性が認められた．北垣ら（1990）は，カワネズミが50cmの深さ
の容器を飛び跳ねて逃げることを観察しており，捕獲器としてはもう少し高さがある方がより確
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実であると思われた

本稿を執筆するにあたり，調査の実施主体であり調査結果の提供をいただいた国土交通省温井
ダム管理所および温井ダムエ事事務所，また，実際に現地調査に当たられたパシフイックコンサ
ルタンツ株式会社の今永哲朗氏，日浅雅也氏，三笠修二氏，山城稔幸氏を始めとするスタッフ諸
氏に，心から厚くお礼申し上げる．また》本研究を遂行するにあたり，貴重な資料の提供並びに
有益な助言をいただいた比婆科学教育振興会の中村慎吾博士，広島県立原養護学校の上野吉雄博
士，香川県さぬき市在住の川口敏氏，都留文科大学の北垣憲仁博士並びに広島市安佐動物公園
の同僚諸氏に，深くお礼申し上げる．

広島県山県郡加計町および戸河内町の温井ダムへの流入支川において, 1998年～2003年にカ
ワネズミの生息調査を行い，鬼後川，猪山川，後温井川，小温井川の4支川で合計11頭を捕
獲し生息を確認した．

カワネズミは広島県のレッドデータリストの危急種であり，温井ダム周辺での一定のまとま
りをもった生息地の確認は,近年では芸北町臥竜山北斜面地域に次ぐ確認として注目される．
カワネズミ調査に用いた水受け式箱ワナ捕獲器1は，避難室をもつ生け捕り用捕獲器で，捕
獲率18.4％，生存率42.9％であり，充分に有効であった．

1992 食虫類の捕獲法 哺乳類科学 31 (2) : 139-143
2003カワネズミの捕獲，生息環境および活動哺乳類科学 43(1)：51-65
1958 広島県北部山地の哺乳類比和科学博物館研究報告 1 : 1-13
1959ヒルを食うカワネズミ 比婆科学 12: 19
1995 広島県の絶滅のおそれのある野生生物・レッドデータブック広島439pp
2000広島市の生物・まもりたい生命の営み307pp
北垣憲仁・中川雄三 1990 渓流を自在に泳ぐハンター・幻のカワネズミを追う ア
ニ マ 2 1 3 ： 2 5 - 3 2

北垣憲仁 1997カワネズミの狩り行動の水生適応とその生態学的意味都留文科大
学大学院紀要 1：71-93

1996 森の新聞6．カワネズミの谷 55pp フレーベル館東京
1998カワネズミの暮らしを探る どうぶつと動物園1998(7)：4-9
1998日本産トガリネズミ亜科の自然史食虫類の自然史: 201-207 比婆科学教育
振 興 会 広 島

1

2

阿 倍 永
阿 倍 永

藤 原 仁
藤 原 仁

広島県
広島市
今泉吉晴

今泉吉晴

謝

摘

辞

3

要

参 考 文 献

- 1 3 2 -

仁
 
仁
 
弘

憲
 
憲
 
和

垣
 
垣
 
安

北
 
北
 
子



広島哺乳類談話会 200O 広島県の哺乳類 1 69pp 中国新聞社 広島
日本哺乳類学会 1997 レッドデータ日本の哺乳類 279pp 文一総合出版東京
小原良孝 1999 青森県におけるカワネズミの分布状況哺乳類科学 39(2)：299-306

パシフイックコンサルタンツ株式会社 2002平成13年度温井ダム自然環境調査《鳥類,哺乳類，
陸上昆虫類》業務報告書766pp, (カワネズミ編)    70pp

佐藤月二・田公和男 1 983 滝山峡及び周辺の哺乳類の生息状況滝山峡 自然と生活・総合学

術調査研究報告書：393-399 滝山峡総合学術調査委員会 広島
島根県1 997しまねレッドデータブック・島根県の保護上重要な野生生物（動物編)  419pp
豊原源太郎・石橋昇・鈴木兵二 1983 滝山峡の森林植生滝山峡 自然と生活・総合学術調

査研究報告書：197-224 滝山峡総合学術調査委員会 広島
上野吉雄・足利和英・保井 浩・桑原一司 1996広島県芸北町の哺乳類 高原の自然史 1：

395-441

吉田博-1968九州のカワネズミCﾉ""""りgaje汎吻c妙加IapIaら'c"“ﾉα(TEMMINCK,1842)哺
乳動雑 4：26-28

湯川仁 1968 カワネズミの巣について比和科学博物館研究報告11：31-32

2004年3月2日受付；2004年3月17日受理

- 1 3 3 -



図 版 1

カワネズミの捕獲調査

調査地，温井ダムと周辺の山地の景観
カワネズミ捕獲器1 箱ワナ
カワネズミ捕獲器2 ポットワナ

捕漉器1の設置状況小温井川
捕狸器2の設置状況猪山川

2000年9月6日
200 1年7月20日

2004年2月5日
1 998年6月4日
2003年8月27日
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図 版 1

蕊鍵

詞

鐸
■ 今 q- ワ

ヒ ー

蕊

戸
～

Y 蔓 灘 難 溺 魂

●

塗饗

C

=等衡
塁 与 ' 息

1℃
生き高

し

爵

竜 ､ = ～ 、 ～
…

- 1 3 5



図 版 2

捕獲状況

A:捕穫器2に生体捕獲されたカワネズミ
B : 捕 獲 器 1 の 捕 獲 例 死 体 後 温 井 川

C : 捕 獲 器 2 の 捕 獲 例 死 体 鬼 後 川
D:捕獲後に捕食されたカワムッ 小温井川

E:捕穫後に放逐されたカワネズミ 鬼後川

鬼後川 2000年9月6日
2001年6月11日
2003年10月31日

1998年6月4日
2001年6月8日
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図 版 2

砥

V

A

華 一 一 - T -
一

ワ
ー ー ‘ コ ー ー ー

、

一

詞

W

C

罰

̅

…

EE儂副麹

患

- 1 3 7 -

爵
鼬 驚鰯

霊

Ｇ

Ｌ

〆
Ｌ
Ｌ
■
■
。

§

『

一



図 版 3

生息地の景観

A : 鬼後川
B : 猪山川
C :後温井川
D :小温井川

2003年8月27日
2003年8月27日

2003年10月30日
1998年9月10日
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図 版 3
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図 版 4

調査地の景観

大箒川
洗川

生息地域の景観滝山峡大橋上よりダム湖の方角を見る
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図 版 5

温井ダムエ事事務所の水槽において飼育したカワネズミ

穴に潜むカワネズミ
カワムツを狙うカワネズミ
穴に引き込んでカワムツを食べるカワネズミ
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図 版 5
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図 版 戸

0

鬼後川

2003年10月31日
2003年10月31日

2003年10月31日
2003年10月31日
2003年10月31日

カワネズミの体

死体捕獲された2頭のカワネズミ

カヮネズミの歯鬼後川
水かきがなく剛毛が生える手 鬼

尾の下面にある剛毛列鬼後川
後肢の足裏鬼後川

鬼後川
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図 版 6
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